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長浜地区秋祭り
この神輿は以前、住吉神社で担ガれていた3基のうち、

現存守る 1 基を町おこしの喜志ガ5~手前に神社方ら借り受
け、大神輿保存会を結成し、復活させたものです。製作は
明治14年、重量は百貫邑(約380kg)といわれ、舎年の秋祭
りは64人の神輿守で威勢よく御巡幸されました。

第 3固定例会

長浜町の財政事情

長浜町の給与・定員

管理等の公表

国民健康保険の状況

老人医療費の状況

児童手当制度

保健センターからの

お知うせ

国民年金ほか

いんI~\おめーしょん

伊予路てくてく

人権作文ほか

ルポ

文芸ほか

一歳ですほか

戸籍長浜嵐ほか
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長浜田会第 3回定例会が、 9月211イから

24日までの 1H聞の会期で聞かれましたり

今~II の議会で(土、 5 人の議員による 般質

問に引き杭き、平成15年度長浜町一般会計歳

入歳出決算の認定や、平成16年度長浜町一般

会計補正予算(第 3号)、教育委員会委員の

任命につき議会の同意を求めることなどの議

案49件が、いずれも原案のとおり認定・可決されました。

また、例月出納検査、事務報告なと?の議会報舎案件 5件もすべてそ理採択され、三位

一体改革に係る河川|・砂防事業の推進に関する定、見書、郵政事業の民営化反対に関する

意見書、 1J;川水系における治水対策の伯力な推進に関する意見書の議会提n1r案件 3件も、

原案のとおり可決されました。

なお、高知県競馬組合の場外勝馬投出券発売所(仮)パルス長浜新築工事における町

道認定に関する陳情許についての陳情案件 1件については、継続審査となりました。

可決された主な議案、一般質問などのあらましをご紹介します。

自
治
会
組
織
創
設
の

補
助
金
な
ど

十
六
年
度
一
椴
会
計
補
正
予
算

平
成
十
六
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
予

算
に
一
二
億
七
千
七
円
五
ト
一
万
八
千
円

が
補
正
さ
れ
、

J
Y
M
H
ハ
総
額
は
、
五
十
四

億
六
千
九
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
総
務
費
〕
町
づ
く
り
対
策
費
と
し
て
、

旧
町
村
単
位
を
基
本
と
し
た
自
治
会
組

織
の
創
設
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
金

七
千
十
万
円
を
補
正
L
C

〔
農
林
水
産
業
費
〕
民
業
振
興
費
と
し

て
、
み
か
ん
丘
地
再
編
緊
急
対
策
事
業

等
や
櫛
生
地
区
に
オ
ー
プ
ン
す
る
物
産

直
売
所
設
置
に
係
フ
一
ω
補
助
金
な
ど
二
千

四
百
一
万
七
千
円
を
補
正
。

門
災
害
纏
旧
費
]
現
年
度
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
去
る
六
月
二

十
五
日
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
の
梅

雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
町
道
の

災
害
復
巾
上
事
ほ
か
パ
件
の
工
事
請
負

費
一
千
三
百
八
十
一
万
五
千
円
を
、
ま
た

現
年
度
町
単
独
公
共
し
仁
木
施
設
災
害
復

旧
費
と
し
て
、
六
月
、
八
日
の
集
中
豪

雨
お
よ
び
台
風
日
り
に
よ
り
被
災
し
た

迂
路
お
よ
ひ
河
川
の
災
害
程
旧
工
事
五

十
五
件
の
工
事
請
負
費
一
千
一
一
百
六
卜

八
万
円
を
補
正
。

教
育
委
員
に

河
澄
博
子

金
需
喜
雄

叶

本

正

民民民
一
再
選
任

長
浜
町
教
育
委
員
会
委
員
の
河
澄
博

子
氏
(
出
海
・
七

O
)
は
、
平
成
十
六

年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
、
ま
た
、
金

橋
喜
雄
氏
(
長
浜
・
七

O
)
、
叶
本
正

氏
(
白
滝
・

L

八
二
辻
、
平
成
L
l
六
年

十
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
後
任
に
再
度
、
各
氏
を
任

命
し
議
会
の
同
志
を
求
め
た
結
呆
、
満

場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

一
一
一
位
一
体
改
革
に
係
る

河
川
=
砂
防
事
業
の

推
進
に
関
す
る
意
見
書

本
町
は
、
特
殊
な
地
形
か
ら
近
年
、

河
川
災
害
は
顕
著
に
発
生
し
て
お
り
、

本
年
も
梅
雨
前
線
豪
雨
、
台
風
同
な
に

よ
り
、
床
上
・
床
ド
浸
水
恨
害
も
発
生

し
て
い
る
。
現
在
、
議
論
さ
れ
て
い
る

三
位
一
体
の
改
羊
に
お
い
て
は
、
同
川
-

砂
防
事
業
の
大
半
が
廃
止
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

①
多
発
す
る
水
害
等
に
迅
速
に
対
応
す

る
た
め
、
災
害
復
旧
事
業
の
早
期
対
策
・

早
期
着
手
を
凶
る
こ
と
。

一
川
予
草
の
時
閥
的
・
地
域
的
調
整
を
的

確
に
行
え
る
凶
庫
補
助
制
度
を
堅
持
す

る
こ
と
c

ぽ
一
一
地
方
の
円
主
性
・
裁
量
性
を
高
め
る

方
山
で
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
予
算

の
必
要
額
確
保
を
凶
る
こ
と
。

を
同
に
対
し
て
強
く
要
望
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
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郵
政
事
業
の
民
営
化

震
対
に
関
す
る
意
見
事

郵
政
事
業
は
、
全
国
約
二
四
、
七

C

U
一
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
国
民

生
活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
。
し
か
し
最
近
、
郵
政

公
社
の
山
年
闘
の
経
営
効
果
も
待
た
ず

に
民
営
化
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

実
施
さ
れ
れ
ば
、
不
採
算
の
地
域
に
お

い
て
は
、
撤
退
も
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
過
疎
化
が
一
層
進
行

す
る
と
思
わ
れ
る
υ

郵
便
は
は
あ
る
種
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

イ
ン
フ
ラ
的
存
在
で
、
今
後
多
く
の
可

能
性
を
有
し
て
い
る
。
地
方
に
と
っ
て

郵
便
事
業
の
民
営
化
は
、
サ
ー
ビ
ス
の

低
ド
だ
け
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
ぐ

よ
っ
て
、
郵
政
事
業
は
、
三
事
業
一
体

の
国
営
公
社
で
こ
そ
地
域
に
貢
献
で
き



る
も
の
と
与
え
、
郵
政
干
業
の
民
営
化

を
行
わ
な
い
よ
う
政
府
に
対
し
て
強
く

市
万
一
望
す
る
こ
レ
一
が
決
ま
り
ま
し
た
。

肱
州
水
車
小
に
お
け

治
水
対
策
の
強
力
悲

描
遵
に
関
す
る
意
見
盟
国

本
年
八
月
十
八
日
発
生
し
た
新
居
浜

市
、
山
田
中
央
市
で
の
古
風
日
号
の
影

響
に
よ
る
集
中
奈
雨
で
、
多
く
の
生
命

財
産
が
失
わ
れ
る
な
ど
、
近
年
の
異
常

気
象
に
よ
り
、
い
つ
肱
川
流
域
に
お
い

て
も
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
大
水
害

に
備
え
、
堤
防
整
備
と
あ
わ
せ
た
ダ
ム

に
よ
る
洪
水
調
枠
と
、
洪
水
発
生
時
の

的
確
な
対
応
が
大
切
で
あ
る
と
痛
感
し

た
。
平
成
七
午
七
月
に
は
洪
水
が
発
生

し
た
た
め
、
直
乾
河
川
激
甚
災
害
対
策

特
別
緊
急
事
業
が
採
択
、
市
F
業
が
行
わ

れ
た
が
、
治
本
安
全
置
は
十
五
分
の
一

と
低
く
、
本
年
八
月
三
十
日
の
台
風
日

号
で
は
、
長
浜
町
に
お
い
て
も
四
十
棟

の
住
家
が
床
上
。
尿
下
以
水
の
大
き
な

被
害
を
被
っ
た
と
こ
ろ
で
、
一
日
も
早

い
治
水
安
全
度
の
向
上
が
望
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
肱
川
水
系
河
川
整
備
計
副
に

基
づ
い
た
事
業
の
実
施
を
固
と
愛
摂
県

に
対
し
て
強
く
要
望
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。

冒圃園陸盤邑

: 

台
嵐
刊
山
号
に
よ
る
水
害
応
つ
い
て

行
財
政
め
効
率
化
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

立
ち
上
げ
立
つ
い
て

「
ま
ご
こ
ろ
号
」

の
利
岡
市
に
つ
い
て

質
問
;
今
回
の
ム
円
風
は
、
少
な
か
ら

ぬ
被
害
を
も
た
、
り
し
た
が
、
こ
の
緊
急

時
に
避
難
勧
告
等
改
出
さ
れ
た
の
か
。

ま
た
、
避
難
誘
導
に
際
し
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
手
は
準
備
さ
れ
て
い
る
の
か
。
な
お
、

被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
北
白
措
置
の
考

え
は
あ
る
の
か

治
水
の
ん
女
人
Y
度
を
高
め
る
た
め
、
町

と
し
て
ど
う
対
処
し
て
い
か
れ
る
の
か
、

併
せ
て
以
湖
の
整
備
も
お
願
い
し
た
い
。

答
弁
(
町
長
)
i
こ
の
こ
と
に
つ
き

ま
し
で
は
、
一
析
し
て
符
弁
を
行
い
ま

効
果
の
薄
い
も
の
は

削
減
を

質
問
圃

M

刷
町
と
し
て
行
財
政
の
効
率
化

を
図
一
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
の
か
一

J

ま

置

関

同『

晶

:古
F:子

議
開
回
目
…

た
、
職
員
の
怠
識
改
革
、
や
る
気
を
起

こ
さ
せ
る
こ
レ
f-

も
必
要
で
あ
る
と
思
う

が
町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
;
長
引
く
景
気
低
迷

の
影
響
や
不
安
定
な
国
際
情
勢
を
反
映

し
て
、
今
後
大
幅
な
税
収
増
も
見
込
め

な
い
状
況
下
に
あ
ふ
こ
と
か
ら
、
国
は

地
方
分
権
と
と
も
に
財
政
改
革
を
進
め

て
い
る
。
国
と
地
方
の
財
政
は
、
地
方

交
付
税
制
度
に
よ
り
密
接
に
つ
な
が
っ

て
お
り
、
聞
の
三
伸
一
体
の
改
革
と
呼

ば
れ
る
改
革
の
も
と
に
大
き
く
影
響
を

吃
け
て
、
地
ぃ
刀
交
付
税
ヤ
補
助
金
の
減

額
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
つ

こ
の
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
行
財
政

の
効
率
化
を
阿
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

守
改
窪
空
二
お
:
に
ま
、
邦
勾
h

リ
汀
寸

ノ

4
1
7
i
d
F
r
l
J
}
L
Y
;
L
一

P
U

ヨ
t
r
l
〈

n
H
Y
-
-

に
先
駆
け
て
平
成
十
五
年
度
か
ら
一
、

位
同
県
内
の
旅
費
に
つ
い
て
は
交
通
費
の

支
給
の
み
と
し
、
経
費
の
削
減
を
凶
っ

て
い
る
。

ま
た
、
平
成
十
七
年
一
月
十
一
日
に

は
、
新
大
洲
市
と
し
て
台
併
す
る
よ
う

愛
媛
県
に
申
訪
を
し
て
お
り
、
合
併
に

よ
り
さ
ら
な
る
む
財
政
の
効
率
化
が
図

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る

合
併
徒
に
は
、
職
員
の
新
規
採
川
市
数

の
削
減
に
よ
る
人
件
費
の
減
少
が
考
え

ら
れ
る
が
、
合
併
に
よ
り
新
た
な
専
門

分
野
へ
の
職
員
の
配
置
も
可
能
と
な
り
、

新
地
蚊
産
業
の
育
成
支
援
や
住
民
の
ま

ち
づ
く
り
活
動
の
支
援
な
ど
、
よ
り
効

果
均
な
行
政
運
営
が
可
能
に
な
る
一
庁
、

効
率
化
の
み
で
な
く
、
地
域
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
等
の
基
盤
施
設
を
活
用
し
た
窓

円
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
可
能
に
な
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
今
殺
の
行
財
政
運
骨
と
し
て

は
、
地
方
自
治
訟
の
基
本
理
念
に
基
づ

き
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
と
コ
ス
ト

削
減
、
職
員
の
意
識
改
革
、
ま
た
費
用

汁
効
果
の
観
点
か
ら
す
べ
て
の
事
業
に

お
い
て
厳
正
な
点
検
を
行
い
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
重
点
的
・
優
先
的
な
配

分
を
徹
底
し
、
効
果
の
薄
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
削
減
対
象
と
す
る
な
ど
の
改

革
が
求
め
九
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

新
し
い
大
洲
市
の
中
で

質
問
問
・
・
高
齢
者
の
豊
富
な
知
識
や
技

能
今
一
生
か
し
、
社
会
参
加
の
輸
を
広
げ

る
た
め
に
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
設
立
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

町
長
は
ど
う
思
う
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
ご
承
知
の
と
お
り
、

当
町
に
お
い
て
も
急
速
に
人
口
の
高
齢

化
が
進
展
し
て
お
り
、
地
域
社
会
の
活

力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
高
齢

者
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
地
域
社
会

に
活
用
し
、
同
時
に
高
齢
者
が
働
く
こ

と
を
通
じ
て
、
社
会
参
加
と
生
き
が
い

を
実
感
で
き
る
施
策
の
実
行
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は

社
団
法
人
等
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
合
併
を
控
え
、
高
齢
者

福
利
の
充
実
を
図
る
上
か
ら
も
有
意
義

な
も
の
と
認
識
し
、
制
度
に
沿
っ
て
新

し
い
大
洲
市
の
中
で
運
営
が
図
ら
れ
る

よ
う
事
務
調
整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

今
後
は
、
古
的
背
の
自
発
性
・
連
帯

性
を
高
め
、
生
き
が
い
の
実
感
で
き
る

施
策
の
具
現
化
を
指
向
し
た
調
整
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
c
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管
理
運
行
規
則
に
よ
り

適
正
に
運
行

質
問
i
町
の
パ
ス
(
ま
ご
こ
ろ
号
)

で
あ
る
が
、
町
此
が
も
っ
と
気
軽
に
利

用
で
き
な
い
の
か
り

答
弁
(
町
長
)
i
円
家
用
パ
ス
の
適

正
使
用
法
に
つ
い
て
は
、
愛
綬
陸
運
支

局
長
よ
り
、
通
達
と
し
て
、
本
来
、
市

町
村
が
保
有
す
る
自
家
用
パ
ス
は
、
市

町
村
議
員
・
職
員
・
児
童
(
ス
ク
ー
ル

パ
ス
)
等
の
送
迎
、
市
町
村
が
所
有
す

る
公
共
施
設
の
利
用
者
の
送
迎
等
の
た

め
の
使
用
に
叫
ん
れ
て
お
り
、
自
家
用

パ
ス
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
運

送
法
に
山
一
ら
し
違
反
の
な
い
よ
う
十
分

留
立
す
る
よ
う
注
意
も
促
さ
れ
て
い
る
。

当
町
で
は
、
予
算
に
基
づ
き
、
長
浜
町

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
(
ま
ご
こ
ろ
号
)
管
理

別
融
Z

備
計
画

に
つ
い
て

場
外
馬
券
発
売
所
設
置

に
つ
い
て

一
日
も
早
く
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う

適正に運行されている「まごころ号」

質
問

E

E

固
今
回
の
台
胤
刊
す
に
よ
る
肱

川
中
。
卜
流
域
の
水
害
を
見
る
と
、
ダ

ム
機
能
の
喪
失
な
ど
、

z
r
A
K
安
心
・
清

流
復
活
を
う
た
っ
た
肱
川
水
系
河
川
整

備
計
画
の
欠
陥
が
見
え
て
き
た
。
こ
の

計
阿
に
賛
同
さ
れ
た
町
長
は
、
こ
の
事

態
を
よ
く
検
証
し
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設

を
巾
止
し
堤
防
整
備
を
中
心
と
し
た
計

画
へ
の
児
声
し
を
、
国
・
県
に
強
く
要

請
す
る
考
え
は
な
い
か
一
心

答
弁
(
町
長
)
:
・
議
員
さ
ん
も
新
聞
・

テ
レ
ピ
等
で
ご
存
じ
と
思
わ
れ
る
が
、

去
る
七
月
十
三
日
か
ら
十
八
日
に
か
け

て
の
新
潟
県
・
福
島
県
お
よ
び
福
井
県

の
水
害
で
は
、
堤
防
の
決
壊
な
ら
び
に

運
行
規
則
に
よ
り
、
運
行
し
て
い
る
の

で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

中

野

明

抽
出
同
国
国
間

茂

越
流
に
よ
り
、
多
く
の
人
命
財
産
が
失

わ
れ
た
わ
こ
の
こ
と
は
、
堤
防
建
設
の

み
で
治
永
対
策
を
行
う
こ
と
の
困
難
性

を
如
実
に
物
語
一
っ
て
い
る
コ
ま
た
、
肱

川
下
流
域
で
は
、
市
i

地
が
少
な
く
、
急

峻
な
山
脚
が
何
岸
ま
で
泊
っ
て
い
る
地

形
上
か
ら
、
堤
防
の
構
造
に
も
制
約
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
伎
に
堤
防
の
決
壊
お

よ
び
越
流
に
よ
る
洪
水
が
発
生
す
れ
ば
、

甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
わ
け
で
あ

る。
策
定

5
れ
た
川
川
整
備
計
嗣
で
は
、

地
域
ご
L
一
の
整
備
要
件
に
配
慮
し
て
、

堤
防
建
設
と
介
わ
せ
一
二
ダ
ム
に
よ
り
洪

水
を
調
節
す
る
こ
と
で
、
正
防
へ
の
負

荷
を
軽
減
す
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

諸
条
件
を
満
た
し
た
計
画
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
今
回
の
台
風
間
号
に
よ
る
洪

水
は
、
短
時
間
に
集
中
し
た
豪
閣
に
よ
っ

て
、
大
洲
上
流
で
流
域
平
均
十
今
一
時
間

連
続
雨
量
が
一
仁
七
ミ
リ
を
記
錦
し
、

昭
和
二
十
午
九
月
の
枕
崎
台
風
に
次
ぐ

も
の
と
な
っ
た
が
、
昨
付
・
鹿
野
川
の

両
ダ
ム
で
は
、
約
一
下
回
十
万
ト
ン
の

洪
水
を
調
節
し
、
大
洲
第
二
観
測
所
で

の
流
量
を
毎
秒
約
七
百
ト
ン
低
減
さ
せ
、

約

0
・
七
M
川
の
水
位
低
下
を
図
っ
て

い
る
。議

員
さ
ん
ご
指
摘
の
、
ダ
ム
に
よ
る

治
水
の
欠
陥
が
見
え
て
き
た
と
一
了
一
口
わ
れ

た
が
、
堤
防
終
備
は
い
ま
だ
継
杭
中
で

あ
り
、
野
村
・
山
肝
川
両
ダ
ム
と
も
持

て
る
洪
水
調
節
機
能
は
果
た
し
て
お
り
、

ど
こ
を
指

L
て
欠
陥
な
の
か
私
と
し
て

ほ
理
解
に
芥
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る

υ

も
し
、
鹿
野
川
ダ
ム
の
改
造
と
山
鳥

坂
ダ
ム
が
完
成
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、

さ
ら
に
洪
水
調
節
機
能
が
発
揮
さ
れ
、

治
水
機
能
の
向
上
と
沿
川
住
民
の
民
生

の
安
定
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
で
き
た
と
思
つ
て
い
る
円

肱
川
水
素
川
川
整
備
計
聞
に
よ
る
と
、

完
成
ま
で
約
-
一
-
十
咋
の
削
聞
を
要
し
、

治
水
安
全
慢
も
約
四
十
分
の
一
一
と
向
上

し
、
流
域
の
洪
水
被
古
も
一
定
の
山
小
一

が
可
能
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、

特
に
、
下
流
域
の
速
や
か
な
整
備
に
よ

今後は下流域の速やかな整備が必要である(肱J11 ) 
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り
、
流
域
性
民
が
一
日
も
早
く
安
全
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
治
水
安

全
庄
の
向
上
一
ド
資
す
る
条
件
整
備
に
鋭

伝
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

貫
開
:
・
場
外
馬
券
発
完
所
設
置
に
つ

い
て
、
反
対
意
見
が
強
い
な
ら
作
ら
な

い
と
い
う
よ
う
な
話
も
聞
い
て
い
る
。

町
民
の
四
七
%
に
あ
た
る
人
の
場
外
馬

券
発
売
所
設
情
一
反
対
の
署
名
は
、
最
大

の
仕
民
の
戸
だ
と
思
う
が
、
設
置
を
町

る
考
え
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
町
民
と

汁
活
集
会
を
持
つ
考
え
は
な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
こ
の
こ
と
に
つ
き

ま
し
で
は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま

す。



台
風
叩
園
時
号
の
被
害
状
現

お
よ
び
被
害
額
と

復
興
対
策
に
つ
い
て

肱
川
の
堤
防
を
含
む
河
川
改
修
周

鹿
野
川
ダ
ム
改
修
・

山
画
一
周
壊
ダ
ム
建
設
に
つ
い

保
育
所
の
統
廃
合
に
つ
い
て

質
問
:
・
台
風
同
。
い
山
号
襲
来
に
上
る

民
水
住
宅
お
よ
び
毘
林
水
産
・
公
共
物

(
道
路
も
ん
乃
む
)
こ
れ
ら
の
被
害
状
況

と
、
そ
れ
に
伴
う
復
興
主
援
の
進
行
状

況
と
今
後
の
防
災
計
画
に
つ
い
て
伺
い

た
し
。答

品
計
(
町
畏
)
園
:
こ
の
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま

す。防
げ
た
の

いで
かは
と
推

質
問
:
・
今
回
の
水
害
は
、
肱
川
水
系

河
川
整
備
計
画
が
完
成
し
て
い
れ
ば
防

ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
見
前
も
あ
り
、

一
日
も
早
い
計
工
が
望
ま
れ
る
が
、
町

伝
は
ど
う
思
、
っ
か
い
一

答
弁
(
町
長
)
i
も
し
完
成
し
て
い

た
、
と
す
れ
ば
大
幅
な
被
害
の
軽
減
は
図

ら
れ
て
い
た
も
の
と
は
思
わ
れ
る
が
、

ωげ
て
い
た
と
判
断
す
る
に
は
さ
ま
ぎ
」

富

支ド

重量呈
足!'i'，

一
議
固
間
一

士首

ま
な
条
件
も
考
庖
せ
ね
ば
な
ら
ず
専
門

的
知
識
も
要
ず
る
が
、
疑
問
の
残
ろ
と

こ
ろ
で
も
あ
る
c

し
か
し
、
京
大
洲
市

街
へ
の
は
ん
ら
ん
は
防
げ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
、
一
日
も
早
い
完
成

を
望
む
も
の
で
あ
る
い

た
だ
、
悶
の
財
政
状
況
や
河
川
改
修

工
事
に
伴
う
築
堤
の
用
地
確
保
等
工
事

の
進
ち
ょ
く
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が

起
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事

案
を
勘
案
し
、
問
土
交
通
省
で
は
整
仙

期
間
を
約
三
十
年
と
予
定
し
て
い
る
J
b

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
治
水
安
全
度
の
面
で
は
三

十
年
後
仁
よ
う
や
く
約
四
十
分
の
一
と

な
る
の
み
で
、
F

…
仙
川
川
住
町
民
が
安
全
で
安

心
し
た
生
活
が
送
れ
る
ま
で
に
は
、

3

ら
な
る
治
水
安
全
度
の
向
上
を
阿
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答
申
を
最
大
限
に

尊
重
し
た
い

質
問
:
・
先
の
検
討
委
員
会
で
は
、
保

打
一
的
は
一
か
一
附
に
統
台
す
る
と
い
う
符

中
が
出
て
い
た
が
、
状
山
が
変
わ
り
新

た
な
検
討
委
員
会
が
作
ら
れ
統
廃
合
に

つ
い
て
見
直
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
結
論
に
至
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
E
R
)

六
月
議
会
に
お
い

て
谷
弁
し
た
よ
う
に
、
蒜
会
と
行
政
と

で
構
成
す
る
「
保
育
所
統
廃
合
検
討
会
」

を
六
月
一
一
十
一
日
に
立
ち
上
げ
て
い
た

だ
き
、
計
四
凶
に
わ
た
り
慎
重
に
協
議

を
主
ね
ら
れ
、
去
る
九
日
川
十
三
日
に
、

検
討
会
の
会
畏
さ
ん
か
ら
、
答
申
を
受

け
取
っ
て
い
ゐ
。
そ
の
内
一
件
で
あ
る
が
、

要
約
す
る
と
、

守
保
育
所
は
-
二
カ
所
に
航
海
合
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

②
二
一
カ
所
は
、
長
浜
地
区
、
大
和
地
一
状
、

山
尚
地
区
が
適
い
う
で
あ
る
。

一
切
統
廃
合
の
時
間
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
を
め
ど
と
す

る。④
統
廃
合
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

町
代
に
即
応
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
c

ご
の
答
申
を
受
け
取
り
、
市
町
村
合

みんな仲良し(沖浦保育所:資料写真)

梅
雨
前
線
豪
関
災
害
と

品
田
盟
問
山
口
可
圃
時
国
玄
米
由
一
一
間

に
つ
い
て

共
開
場
外
罵
券
発
売
所
の

設
置
に
つ
い
て

費
問

a
-
a

人
ハ
月
末
の
梅
雨
前
線
豪
雨
時

の
降
雨
と
被
害
状
況
は
ど
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
雨
台
風
の
は
山
号

と
風
台
風
で
あ
っ
た
日
号
の
被
害
状
況

と
対
策
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
災
害
に
対
し
、
被

災
者
へ
の
対
応
と
町
と
し
て
の
今
佐
の

併
を
控
え
て
は
い
る
が
、
私
な
り
に
方

向
性
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
て
お
り
、
私
と

し
て
は
、
こ
の
答
申
を
最
大
限
に
尊
重

し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
議
会
心

皆
さ
ん
の
こ
意
見
を
賜
り
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
乳
児
保
育
所
の
出
止
等
に
つ

い
て
は
、
現
在
協
議
中
で
は
あ
る
が
、

来
年
一
月
か
ら
町
に
移
管
す
る
と
い
う

方
向
で
協
誌
を
し
て
い
る
の
で
ご
用
婦

を
賜
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
む

日

高

友

一
帯
隅
田
園
内

日召

対
策
、
ま
た
国
土
交
通
省
へ
何
か
申
し

入
れ
を
さ
れ
た
の
か
、
併
ぜ
て
町
民
へ

の
説
明
も
必
要
と
思
う
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
こ
の
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま

す。
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費
問
:
・
「
(
仮
)
パ
ル
ス
長
浜
」
の

設
置
に
つ
い
て
、
町
民
の
四
七
%
に
あ

た
る
反
対
記
事
掲
載
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今

回
の
設
置
に
よ
り
、
ど
の
程
度
の
一
出
用

が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
今
後
市
町
村
合

併
を
控
え
ど
の
よ
う
な
事
項
を
踏
ま
え

最
終
判
断
を
さ
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

な
お
、
今
回
、
サ
ボ
ア
サ
ー
ビ
ス

河
川
整
備
計
一
関
の

皐
期
実
現
に
つ
い
て

危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

強
力
に
働
き
か
け
を

賀
閏
i
河
川
整
備
計
画
に
つ
い
て
想

定
さ
れ
て
い
る
十
五
年
と
い
う
工
期
の

短
縮
化
、
野
村
・
鹿
野
川
ダ
ム
の
操
作

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
、
常
設
に
よ
る

内
水
の
排
水
処
理
施
設
、
計
画
が
中
断

し
て
い
る
支
川
の
整
備
、
そ
の
上
、
山

鳥
坂
ダ
ム
建
設
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、

国
・
県
に
対
し
再
度
強
く
要
望
す
る
こ

と
を
望
む
が
町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る

(
有
)
の
入
り
口
に
立
て
ら
れ
た
設
置
反

対
の
看
板
に
つ
い
て
、
設
…
同
二
週
間
後

に
は
撤
去
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
会

社
の
同
意
を
得
て
い
た
も
の
な
の
か
経

過
が
分
か
れ
ば
伺
い
た
い
。

答
弁
(
町
長
)

j
こ
の
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
一
抗
し
て
答
弁
を
行
い
ま

す。
東

事主

号ム

一一融自国一

の
か
。答

弁
(
町
長
)
・
:
今
回
の
台
風
日
号

で
は
、
昭
和
二
十
年
九
月
の
枕
崎
台
風

に
次
ぐ
大
洪
水
と
な
っ
た
が
、
平
成
七

年
か
ら
五
カ
年
を
か
け
て
実
施
し
た
激

甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
に
よ
り
、

堤
防
建
設
が
進
み
、
今
回
の
洪
水
で
は

平
成
七
年
を
上
回
る
洪
水
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
浸
水
被
害
は
、
数
の

上
で
は
減
少
を
み
て
い
る
が
、
一
人
刀
で

河
川
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
吉
凶
ケ
丙

大
洲
地
灰
等
で
は
、
甚
大
な
被
害
を
被
つ

こ
の
こ
と
か
ら
、
一
体
的
な
河
川
整

備
の
必
要
性
を
改
め
て
認
識
し
た
わ
け

で
あ
る
が
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
大
洲

市
等
の
中
流
域
の
整
備
を
優
先
す
れ
ば
、

下
流
域
の
当
町
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ

ず
、
策
定
さ
れ
た
河
川
整
備
計
画
で
は

長
浜
町
内
の
整
備
期
間
を
前
期
の
十
五

年
以
内
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
今
回
の
洪
水
が
平
成
七
年
か
ら

九
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
状
況
か
ら
、

再
度
同
様
な
水
害
が
発
生
す
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
、
河
川
整
備
計
画
の
早
期

完
成
を
凶
る
た
め
、
国
。
国
一
小
等
関
係
機

関
に
対
し
強
力
に
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
、
ゲ
ノ
ム
の
効
果
に
つ
い
て
は
、

洪
水
調
節
機
能
は
発
揮
さ
れ
て
お
り
、

肱
川
の
特
異
な
地
形
上
か
ら
、
山
高
坂

ダ
ム
建
設
と
鹿
野
川
ダ
ム
改
造
に
よ
る

三
ダ
ム
の
洪
水
調
節
)
Y
ス
河
道
整
備
と

合
わ
せ
た
総
合
的
な
計
州
で
あ
る
肱
川

水
系
河
川
整
備
計
削
に
よ
り
、
少
し
で

も
事
業
期
間
の
短
縮
と
治
水
効
果
が
図

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
今
回
の
台
風
日
h
-

ケ
で
は
、
本

格
的
な
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
作
業

が
白
滝
の
滝
川
で
実
施
さ
れ
、
作
業
当

初
は
多
少
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た
が
、

十
分
そ
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が

実
証
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
上
交
通
省

に
対
し
内
水
排
水
処
理
施
設
の
早
期
設

置
を
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る。
な
お
、
県
管
理
の
一
級
河
川
滝
川
の

改
修
で
あ
る
が
、
一
部
の
用
地
所
有
者

の
同
意
が
い
た
だ
け
な
い
こ
と
か
ら
中

断
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
町
と
し
ま

し
で
も
安
全
で
安
心
な
町
ぞ
つ
く
り
の
た

め、

U
一
』
期
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
事
業
実
施
に

あ
た
っ
て
は
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

地
域
防
災
計
画
沿
っ

実
施
し
て
い
る

賀
開
a

=

今
回
の
台
風

m-
日
ハ
ヴ
襲
来

時
の
地
域
防
災
体
制
に
反
省
点
は
な
い

の
か
、
ま
た
、
樋
門
開
閉
の
操
作
に
あ

た
り
最
終
決
定
者
・
実
施
責
任
者
の
立

思
確
認
は
ス
ム
ー
ス
に
さ
れ
た
の
か
。

な
お
、
今
川
の
災
害
に
よ
り
、
な
ぜ

災
害
救
助
法
が
適
用
に
な
ら
な
か
っ
た

の
か
、
「
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
」
を
流

用
し
被
災
者
の
紋
済
を
r

さ
れ
る
つ
も
り

は
な
い
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
台
風
山
口
ヴ
に
対
す

る
避
難
勧
青
に
つ
い
て
は
、
柴
地
区
は

(
八
月
三
十
一
日
)
午
前
零
時
二
十
五

分
に
、
白
滝
地
区
は
(
向
日
)
午
前
零

時
五
十
五
分
に
出
し
、
避
難
誘
導
に
あ

た
っ
て
は
、
消
防
団
員
、
役
場
職
員
等

で
行
っ
た
。

ま
た
、
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、
公

民
館
長
m

区
長
さ
ん
に
場
所
の
確
保
等

を
お
願
い
し
準
備
を
整
え
て
い
た
だ
い

た
が
、
白
滝
の
避
難
誘
導
に
つ
い
て
は

少
し
時
間
が
か
か
り
、
避
難
誘
導
中
に

水
が
引
い
た
た
め
、
全
員
の
避
難
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
お
、
地
域
防
災
管
理
体
制
に
つ
い

て
は
、
長
浜
町
地
域
防
災
計
両
の
と
お

り
行
っ
て
い
る
。

次
に
、
樋
門
の
管
理
お
よ
び
操
作
に
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つ
い
て
ほ
、
要
津
寺
谷
樋
門
、
山
淵
樋

門
、
怖
早
樋
円
、
加
屋
伺
門
、
除
川
樋

円
、
滝
川
樋
門
は
四
国
地
方
整
備
同
大

洲
河
川
間
道
事
務
所
と
町
L
r
一
に
よ
り
業

務
委
託
契
約
を
交
わ
し
、
町
は
、
長
浜

町
消
防
団
と
業
務
委
託
契
約
を
交
わ
し

て
い
る
c

な
お
、
止
中
桐
門
は
、
町
と

長
浜
町
消
防
閉
と
で
業
務
委
託
契
約
を

交
わ
し
て
い
る
。
最
終
決
定
者
お
よ
び

実
施
責
任
者
に
つ
い
て
は
、
責
任
の
内

容
に
も
よ
る
が
、
相
門
開
閉
操
作
の
業

務
日
で
は
引
場
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る

操
作
人
に
な
る
が
、
樋
門
の
開
間
に
あ

た
η

て
は
、
外
水
位
が
内
水
位
を
超
え

た
と
き
逆
流
防
止
の
た
め
閉
じ
る
も
の

で
あ
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
何
回
か
操

作
を
繰
り
返
す
と
と
も
あ
マ
ー
な
お
、

年
に
一
同
は
開
門
操
作
品
明
会
を
間
保

し
て
お
り
、
日
号
台
風
の
間
目
、
九
月

一
日
仁
も
国
土
交
通
省
、
長
浜
町
、
大

洲
消
防
署
長
浜
え
音
、
樋
円
操
作
人
関

係
許
(
白
川
仙
分
団
)
で
櫓
門
操
作
り
舟

雌
認
、
点
検
個
所
等
の
記
し
合
い
が
も

た
れ
て
い
る
。

次
に
、
「
災
害
救
助
法
」
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
今
回
、
基
準
に
満
た
な
か
っ

た
が
、
合
併
後
で
あ
れ
ば
被
災
規
開
の

出
で
、
お
そ
ん
く
適
用
基
準
に
合
致
L

た
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

町
と
し
て
は
、
町
単
独
で
「
川
九
害
救

助
法
」
の
迎
用
と
同
等
の
処
遇
を
す
れ

ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
、
調
布
宇
一
三
」
せ

た
が
、
そ
れ
を
そ
け
る
世
帯
は
見
当
た

ら
な
か
っ
た
状
況
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
創
生
資
金
」
い
わ
ゆ
る

町
づ
く
り
基
全
に
つ
い
て
は
、
基
金
と

し
て
の
使
途
制
約
も
あ
り
、
そ
の
他
途

に
つ
い
て
は
、
今
川
の
議
会
に
補
正
案

件
と

L
て
計
仁
し
て
い
る
の
で
、
ご
理

隔
を
い
た
だ
き
た
い
の
一

梅
一
臣
問
機
一
回
東
照
と

A
口
融
叩
園
時
国
管
災
申
告

に
つ
い
て

緊
留
な
連
絡
体
制
の
も
と

迅
速
な
対
応
を

初
め
に
、
六
月
一
一
十
五
日
か
ら
二
十

八
日
に
充
生
し
た
「
梅
雨
前
梶
山
家
雨
」

で
あ
る
が
、
同
円
間
の
連
続
降
雨
量
は
、

一
九
て
ミ
リ
に
達
し
、
一
日
の
技
大
雨

量
は
二
十
八
川
の
八
二
・
五
ミ
リ
で
あ
一

り
、
ま
た
、
一
時
間
連
杭
雨
量
は
、
午

前
二
時
か
ら
三
時
ま
で
の
一
時
間
に
五

五
ミ
リ
と
い
う
集
中
豪
雨
で
あ
っ
た
の

こ
の
梅
雨
前
根
仁
お
け
る
町
道
や
河

川
等
の
公
共
上
木
施
設
の
う
ち
、
町
道

で
山
件
、
河
川
で
二
件
、
計
六
件
の
被

害
が
あ
り
、
松
山
七
一
口
額
は
均
六
千
七
一
白
四

十
八
万
二
千
円
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
、

小
規
模
災
害
で
は
、
七
十
六
カ
所
、
被

害
額
は
約
一
千
四
百
元
十
一
万
川
と
な
っ

て
い
る
一

u

こ
の
う
ち
肌
在
ま
で
に
対
応

し
た
も
の
は
、
小
規
模
災
害
で
、
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
道
路
崩
落
上
砂

の
取
り
除
き
ゃ
、
水
路
閉
塞
の
土
砂
取

り
除
き
お
よ
び
二
次
災
害
の
芳
生
か
懸

念
さ
れ
る
例
所
の
一
一
寸
一
路
紘
三
十
二

カ
所
を
緊
急
に
除
能
回
復
を
凶
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
農
林
水
産
施
設
災
害
に
つ
い

て
は
、
農
業
用
施
散
災
害
と
し
て
、
農

道
路
側
崩
壊
等
卜
五
件
、
林
道
災
害
と

し
て
路
側
崩
壊
等
五
件
、
山
腹
崩
壊

一
プ
日
山
災
害
)
と
し
て
、
ム
7

坊
大
谷
地

区
山
政
崩
壊
ほ
か
一
一
件
、
水
産
施
設
民

主
と
し
て
、
喜
多
漁
港
内
へ
の
土
砂
流

入
等
多
く
の
災
害
が
光
生
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
え
守
福
田
対
策
と
し
て
、
民

林
治
家
の
生
産
活
動
に
支
障
が
出
な
い

よ
う
に
、
同
庫
補
助
の
対
象
と
な
ら
な

い
小
規
間
災
害
の
う
ち
、
現
在
、
緊
急

を
要
す
る
農
業
用
施
設
災
害
六
件
を
は

じ
め
、
林
九
州
一
泊
設
災
害
一
件
、
水
高
施

設
災
害
の
復
旧
工
事
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
残
り
の
災
害
復
旧
事

業
に
つ
い
て
も
、

Md
能
な
限
り
早
期
復

旧
に
努
め
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

J

な
お
、
国
庫
負
制
一
の
採
択
要
件
に
合

致
す
る
え
害
に
つ
い
て
は
、
農
地
・
農

業
開
施
設
災
、
公
共
土
木
施
設
災
等
、

J
3

べ
て
、
査
定
申
請
日
々
の
一
手
議
手
続
き

を
わ
い
、
国
・
町
駅
の
指
令
仁
北
川
手
つ
き
、

順
次
、
復
旧
事
業
を
止
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
「
台
風
刊
は
す
・
日
山
口
す
の
被
害

状
川
お
よ
び
被
害
額
と
復
興
対
策
に
つ

い
て
」
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
台
風
日
号

の
町
道
や
河
川
の
公
共
土
木
施
設
被
害

状
況
で
は
、
各
地
区
に
発
生
し
た
件
一
面

崩
壊
や
町
道
等
の
生
活
道
路
の
損
壊
な

ど
、
そ
の
被
害
紅
は
町
道
や
何
川
の
月
公

共
土
木
施
誌
で
八
件
、
被
害
額
で
約
今

千
九
百
万
円
を
中
じ
め
、
国
庫
負
担
法

護霊竺七一;惜必みL二

台風18号の影響で被災した町道日ノ浦松ノ久保線

に
該
中
ー
し
な
い
小
規
模
災
害
へ
町
単
災

宝
旦
二
十
三
件
、
被
害
領
豹
三
百
三
十

七
万
円
、
そ
の
他
道
路
補
修
や
下
水
道

清
折
等
に
、
約
百
三
十
八
万
川
を
要
す

る
見
込
み
で
、
被
ん
行
制
は
全
体
で
二
千

一
一
一
百
七
十
五
万
円
仁
上
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
台
風
国
ハ
ゲ
で
は
暴
風

が
顕
著
な
台
風
で
あ
っ
た
た
め
、
町
内

全
践
に
わ
た
り
倒
木
に
よ
る
被
害
が
多

く
発
生
し
、
主
体
被
パ
守
口
個
所
の
六
七
・

六
%
を
占
め
て
い
た
が
、
地
元
の
議
員

さ
ん
を
は
じ
め
、
区
長
さ
ん
や
地
域
の

ん
々
が
速
や
か
に
出
動
さ
れ
生
活
道
の

機
能
確
保
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
通

行
止
め
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が

で
き
感
謝
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
把
握
し
て
い
る

被
害
で
は
町
喧
で
四
件
、
被
害
額
約
一

千
宵
六
十
万
円
、
町
単
独
災
害
三
十
二

件
、
杭
伝
一
口
額
約
五
百
四
十
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
災
害
複
旧
に
つ
い

て
は
、
速
や
か
に
取
り
掛
か
り
た
く
忠
っ

て
い
る
が
、
国
・
県
へ
の
手
続
き
等
か

ら
復
旧
に
向
け
て
の
着
手
に
辻
、
今
し

ば
ら
く
期
間
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

農
林
水
産
関
係
の
被
害
状
況
お
よ
び

復
旧
対
策
に
つ
い
て
、
台
風
四
日
す
の
農

作
物
お
よ
び
農
業
用
施
設
災
害
と
し
て
、

水
稲
、
キ
ュ
ウ
リ
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
に
対
す
る
被
害
額
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が
七
百
一
ゐ
十
七
万
二
一
千
円
、
漁
港
施
設

災
害
と
し
て
、
漁
港
護
岸
崩
壊
等
四
件

百
五
十
万
円
、
農
業
用
施
設
災
害
と
し

て
、
良
川
品
の
路
側
崩
壊
等
六
件
七
百
四

十
一
万
四
千
円
、
農
地
災
宰
と
し
て
、

水
田
の
崩
壊
二
件
五
一
九
万
円
、
合
副
二

千
U
十
八
万
七
千
円
と
な
っ
て
い
る
つ

ま
た
、
台
風
日
号
の
農
作
物
・
操
業

用
施
設
災
害
と
し
て
、
水
稲
、
キ
ュ
ウ

リ
、
キ
ウ

f
フ
ル
ー
ツ
、
温
州
み
か
ん
、

ブ
ド
ウ
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
に
対
す

る
被
害
額
が
五
千
百
川
ト
八
万
七
千
円
、

漁
港
施
設
災
害
と
し
て
、
青
島
沼
港
物

揚
場
崩
壊
等
九
件
二
千
八
百
八
十
一
ゐ

二
千
円
、
農
業
用
施
設
災
宝
い
と
し
て
、

農
道
の
路
側
崩
壊
等
四
件
三
百
六
十
五

万
円
、
合
計
八
子
二
百
九
十
四
万
九
千台風18号の影響により被災した膏島漁港物揚場

円
と
現
在
の
と
こ
ろ
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
災
古
に
対
す
る
復
旧
支
援
の

進
行
状
況
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
農
作

物
や
由
民
主
用
施
設
災
害
に
対
し
で
は
、

現
在
県
単
事
業
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い

る
支
援
制
度
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時

点
で
、
関
係
機
関
と
協
議
し
対
処
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
沼
地
施
設
災
害
、
農
道
等
の

農
業
用
施
設
災
害
、
由
民
地
災
害
に
つ
い

て
は
、
農
林
漁
家
の
生
産
活
動
に
支
嘩

が
な
い
よ
う
に
土
砂
取
り
除
き
等
の
復

旧
工
事
を
早
急
に
進
め
る
一
方
、
今
後
、

梅
雨
前
椋
豪
雨
、
台
風

M
U同
様
、
査

定
申
請
等
の
事
務
手
続
き
そ
行
い
、
国
・

県
の
指
令
に
基
づ
き
、
順
次
、
復
旧
工

事
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
災
害
に
伴
、
つ
農
家
へ
の
資
金

の
貸
し
付
け
等
に
つ
い
て
は
、

J
A
愛

媛
た
い
き
で
対
応
し
て
お
り
、
ぎ
た
、

伊
予
喜
多
農
業
共
済
組
合
も
独
自
に
両

査
を
始
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
推
移
を

見
極
め
な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

台
風
刊
号
に
よ
る
住
家
被
害
は
、

「
尿
上
浸
水
」
が
白
滝
地
区
で
九
戸
、

長
沢
地
収
は
一
一
戸
の
計
十
戸
、
「
床
下

浸
水
」
が
臼
滝
地
氏
十
六
戸
、
長
浜
地

医
十
二
戸
、
仁
久
地
収
一
一
戸
、
沖
浦
地

区
J

戸
の
計
三
十
戸
で
あ
り
、
柴
地
医

お
よ
び
白
滝
地
区
に
つ
い
て
は
、
現
地

の
情
報
を
も
と
に
、
避
難
勧
告
を
出
し
、

該
当
す
る
世
帯
に
避
難
を
呼
び
か
け
た
。

江
山
お
よ
び
小
浦
の
一
部
の
区
境
に
つ

い
て
は
、
自
主
避
難
と
い
う
形
を
と
り
、

避
難
誘
導
に
あ
た
っ
て
は
、
消
防
団
員

お
よ
び
町
職
員
等
が
行
い
、
現
状
お
よ

び
今
後
の
水
位
、
満
潮
時
刻
等
を
訪
中
バ

す
る
山

f
に
知
ら
せ
注
意
を
呼
び
か
け

た
も
の
で
あ
る
c

な
お
、
避
難
勧
告
で
避
罪
し
た
世
帯

は
、
柴
地
区
で
ト
山
世
帯
三
十
七
人
、

白
滝
地
医
で
は
十
二
世
帯
十
八
人
で
あ
っ

た
。
自
主
避
難
を
さ
れ
た
ほ
帯
は
、
長

浜
地

μ
で
卜
二
世
帯
卜
七
人
、
櫛
生
地

区
で
は
五
此
帯
七
人
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
浸
水
し
そ
う
な
悩
所
に
つ
い 台風16号の影響で潰氷した江湖付遺体月30日午後8時20分ごろ)

て
は
、
事
前
に
消
防
団
員
に
よ
っ
て
、

仁
の
う
に
よ
る
民
水
の
防
止
を
図
っ
た

が
、
子
想
以
上
の
水
位
上
昇
等
に
よ
り
、

広
範
囲
で
浸
水
す
る
杭
呆
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。

台
風
日
号
の
住
家
被
害
は
、
災
害
救

助
法
に
基
づ
く
判
定
認
定
で
は
、
「
一

部
損
壊
」
が
四
戸
で
あ
る
。
な
お
、
台

風
刊
号
で
浸
水
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
、

事
前
に
土
の
う
を
準
備
す
る
と
と
も
に
、

長
浜
赤
杭
近
辺
お
よ
ぴ
白
滝
地
区
に
つ

い
て
は
、
土
の
う
を
追
加
し
て
用
意
し

て
い
た
が
、
幸
い
、
雨
が
少
な
か
っ
た

の
で
準
備
だ
け
に
終
わ
っ
た
も
の
で
あ

る
。
江
湖
お
上
ぴ
小
浦
の
一
部
の
区
域

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
水
位
お
よ
び
波

の
高
さ
、
満
潮
時
刻
等
を
該
ー
す
る
世

帯
に
知
ら
せ
注
意
を
呼
び
か
け
た
も
の

で
あ
る
口

白
主
避
難
を
さ
れ
た
世
帯
は
、
長
浜

地
収
で
一
一
一
世
帯
七
人
と
、
櫛
生
地
区
の

三
世
帯
五
人
で
あ
る
。
な
お
、
洪
水
等

の
災
害
時
に
お
け
る
避
難
誘
導
の
が
イ

ド
ラ
イ
ン
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、

長
浜
町
地
域
防
災
計
画
に
規
定
し
、
今

川
も
こ
の
計
画
方
針
に
沿
い
対
応
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
だ
、
肱
川
河
口
の
肱
川
口
漁
港

(
江
湖
)
に
つ
い
て
は
、
港
内
の
一
部

に
多
少
亀
裂
が
弁
じ
た
刷
所
が
存
在
す

る
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
漁
港
と
し
て

の
機
能
が
果
た
せ
な
い
と
か
、
直
ち
に

崩
壊
に
つ
な
が
る
と
か
、
そ
の
よ
う
な

緊
急
性
の
高
い
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
豪
雨
に
よ
っ
て
肱
川

が
増
水
し
た
際
に
港
内
に
ご
み
が
漂
着

し
、
景
観
を
悪
化
す
る
場
合
も
あ
っ
た

が
、
現
在
ご
み
の
除
去
仁
り
い
て
は
、

漁
港
の
利
用
者
や
同
辺
の
方
々
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、

大
変
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

も
し
大
量
の
ご
み
を
収
集
さ
れ
た
場
合
、

そ
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
は
担
当
課
と

十
分
連
携
を
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
江
湖
同
辺
の
整

備
は
、
国
土
交
通
省
の
河
川
整
備
計
両

の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
平
成

十
八
年
度
ご
ろ
に
は
築
堤
工
事
に
着
手

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
江
湖
は
、
坂
本
語
馬
脱
濯
に

問
わ
る
歴
史
的
に
貴
重
な
港
で
あ
る
と

と
も
に
、
こ
の
周
辺
は
、
長
浜
大
橋
・

宮
屋
金
兵
衛
邸
跡
・
登
録
有
形
文
化
財

の
指
定
を
受
け
た
末
、
水
家
住
宅
等
が
存

在
し
、
当
町
の
観
光
に
と
っ
て
は
貴
重

な
歴
史
ゾ
l
ン
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

河
川
整
備
の
実
施
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、

府
史
や
景
観
等
に
十
分
配
慮
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
と
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こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
、
台
風
回
日
ザ
に
係
る
「
災
害
救

助
法
の
適
用
生
ご
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
の
「
災
害
以
助
法
」
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
法
に
基
づ
く
適
用
基
準
が
あ
り
、

よ
く
あ
る
事
例
で
い
う
と
、
住
家
減
失

世
帯
数
が
法
単
に
な
っ
て
お
り
、
市
町

村
の
人
口
に
応
じ
て
住
家
滅
失
世
帯
数

が
定
め
ら
れ
、
当
町
の
場
合
四
十
世
帯

以
上
の
滅
失
世
帯
が
あ
る
か
、
愛
媛
県

内
で
住
家
が
滅
失
し
た
世
帯
数
が
一
千

五
肯
世
帯
以
上
の
場
合
、
長
浜
町
で
の

住
家
滅
失
世
帯
数
が
二
十
世
帯
以
L
L

で

あ
る
か
と
い
っ
た
こ
と
が
適
用
要
件
と

な
っ
て
い
る
。
乙
の
場
合
、
町
上
浸
水

世
帯
三
世
帯
を
も
っ
て
滅
失
世
帯
一
世

帯
と
み
な
し
て
い
る
が
、
今
回
の
当
町

の
場
合
、
被
害
が
床
上
浸
水
の
十
世
帯

で
あ
り
、
こ
の
法
律
の
適
用
基
準
を
満

た
し
て
は
い
な
い
も
の
で
あ
る
ま
た
、

「
災
害
救
助
法
」
の
延
長
線
上
に
「
被

災
者
生
活
再
建
支
援
法
」
と
い
う
法
律

も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
も
法
適
用
の
要

件
が
あ
り
、
当
町
は
該
当
し
て
お
り
ま

せ
ん
。今

回
の
台
風
日
号
に
関
し
て
、
現
行

制
度
の
範
同
内
で
は
町
の
「
災
害
市
慰

余
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
る

「
災
害
援
護
資
会
の
貸
引
制
度
」
が
考

え
ら
れ
る
が
、
災
害
の
程
度
に
よ
る
制

限
、
所
得
に
よ
ゐ
制
限
が
あ
り
、
諸
条

件
を
満
た
し
て
い
れ
ぽ
最
高
訂
五
十
万

円
の
貸
し
付
け
が

J

党
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

町
y

と
し
て
は
、
今
回
の
台
風
刊
号
の

杭
民
地
区
へ
の
職
員
の
派
造
、
床
上
浸

水
世
帯
に
対
す
る
災
害
見
韓
合
の
支
給

等
は
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、
被
災
世

帯
に
お
け
る
保
育
料
の
減
免
手
も
考
え

ら
れ
る
が
、
今
岡
は
該
汗
す
る
方
が
い

な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
つ

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
者
世
情
に
対

す
る
支
援
等
や
法
律
の
適
用
対
象
外
に

対
す
る
支
援
、
床
上
浸
水
世
帯
に
対
す

る
止
活
再
建
の
支
援
、
家
具
や
家
庭
電

化
川
氏
品
の
修
理
・
買
い
杵
え
に
対
す
る

支
援
等
に
つ
い
て
は
、
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
て

は
い
る
が
、
具
体
的
な
被
災
の
程
度
の

判
定
等
い
わ
ゆ
る
線
引
き
を
ど
う
す
る

か
が
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
顕
在
化

し
た
が
、
町
民
の
安
全
安
心
の
問
題
、

生
命
財
産
の
確
保
手
は
、
行
政
の
普
遍

の
課
題
で
あ
り
、
常
仁
こ
の
こ
と
を
念

頭
に
対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

之
次
に
、
今
回
の
水
害
で
国
土
交
辿
省

へ
ど
の
よ
う
な
対
出
を
し
た
の
か
、
ま

た
町
民
に
対
し
で
説
明
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
と
の
質
問
で
あ
る
が
、
台
風

日
号
に
よ
る
洪
水
お
よ
び
高
潮
に
よ
り
、

仁
久
地
U

じ
で
は
二
椋
の
住
家
が
昨
下
浸

水
の
被
官
官
を
被
り
、
川
県
道
大
川
長
浜
線

も
通
行
止
め
と
な
っ
た
。

仁
久
地
区
は
、
地
盤
出
が
低
い
こ
と

か
ら
以
前
よ
り
高
潮
等
の
被
害
を
受
け

や
す
い
地
域
で
、
ド
水
・
雨
中
小
寺
の
排

水
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
堤
防
建
設
に
あ

た
っ
て
は
排
水
系
統
の
再
険
討
を
行
い
、

堤
防
沿
い
の
低
い
土
地
に
つ
い
て
は
、

堤
脚
下
に
設
置
し
た
排
水
管
で
嬰
津
寺

谷
樋
円
に
排
水
す
る
こ
と
と
し
た
が
、

地
盤
が
低
い
た
め
高
潮
お
よ
ぴ
洪
水
時

に
は
樋
門
を
閉
め
切
り
、
道
流
を
防
ぐ

方
怯
し
か
対
応
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を

関
係
者
に
説
明
中
し
上
げ
理
解
を
求
め

台風16号による洪水で、冠水した県道大洲長浜線
(上老松付近 8月30日午後10日寺15分ごろ)

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
抜
本
的
な

解
決
策
と
し
て
ポ
ン
プ
等
で
排
水
す
る

方
法
が
最
善
で
あ
る
が
、
肱
川
流
域
に

は
劃
一
堤
地
区
が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
内
水
排
水
処
理
施
設
設
置
ま

で
に
は
非
常
に
長
い
年
数
を
要
す
る
た

め
、
当
分
の
問
、
価
門
操
作
に
よ
る
対

処
と
な
る
こ
と
か
ら
、
国
土
交
辿
省
に

対
し
樋
門
の
適
正
な
品
作
が
実
施
さ
れ

る
よ
う
地
元
消
防
団
へ
の
指
導
監
将
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
台
風
日

号
で
は
早
め
の
樋
門
品
作
と
消
防
ポ
ン

プ
に
よ
る
排
水
で
浸
水
の
被
舎
を
免
れ

て
お
り
、
地
一
応
消
防
凶
の
ご
苦
労
に
対

し
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
の
水
害
で
は
、
凶
上
交
通
台
か

ら
の
情
報
が
ス
ム
ー
ス
に
伝
わ
っ
た
と

言
い
切
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、
今
後
は

よ
り
緊
密
な
連
絡
体
制
を
構
築
し
災
害

に
付
し
て
迅
速
に
対
応
し
て
い
き
た
い

ど
考
え
て
い
る
。

共
闘
場
外
馬
券
発
費
所

設
置
に
つ
い
て

十
一
月
中
に
最
終
判
断
を

小
野
議
員
の
質
同
一
で
あ
る
が
、
ご
承

知
の
よ
う
に
、
去
る
八
月
卜
二
日
に
高

知
県
競
馬
組
合
の
管
理
者
が
「
(
仮
称
)

パ
ル
ス
長
浜
」
の
設
置
に
つ
い
て
と
い

う
こ
と
で
協
議
書
類
を
持
参
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
議
員
さ
ん
は
、

「
馬
券
発
売
所
は
い
ら
な
い
と
の
意
見

が
強
い
な
ら
作
ら
な
い
と
も
聞
い
た
。
」

と
い
う
こ
と
で
、
「
長
浜
町
の
住
民
の

四
七
%
の
坊
外
馬
券
発
売
所
設
置
反
対

署
名
は
、
最
大
の
忌
見
で
あ
り
、
住
民

の
戸
で
は
な
い
の
か
。
」
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
こ
の
「
作
ら
な
い
」
と
い
う

立
味
は
、
「
共
同
場
外
馬
券
発
売
所
」

を
地
一
冗
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け

な
い
の
な
ら
、
設
置
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
ご
川
内
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
。
一
一
献
員
さ
ん
は
四
七
%
の
反
対

有
名
が
あ
る
と
一
一
一
一
口
わ
れ
た
が
、
確
か
に
、

昨
年
六
月
の
人
口
は
九
千
三
百
四
十
六

人
で
あ
る
の
で
、
反
対
署
名
訴
の
数
値

で
見
る
と
、
計
算
上
は
四
七
・
八
%
と

な
る
。し

か
し
な
が
ら
、
議
員
さ
ん
も
ご
承

知
の
よ
う
に
、
署
名
行
為
に
つ
い
て
は
、

そ
の
真
実
性
を
確
認
す
る
必
要
性
が
あ
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り
、
署
名
の
内
存
と
い
う
も
の
を
可
能

な
限
り
精
査
き
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ま
ず
、
署
名
人
数
に
誤
り
が
な
い
か

ど
う
か
の
時
認
、
署
名
者
が
長
浜
町
民

で
あ
る
か
ど
う
か
、
署
名
の
中
に
未
成

年
者
が
ど
の
程
度
含
ま
れ
て
い
ゐ
の
か
、

署
名
簿
の
提
山
先
に
誤
り
が
な
い
か
、

雨
複
署
名
が
な
い
か
な
ど
を
可
能
な
限

り
調
べ
た
結
果
、
高
知
県
競
馬
組
合
長

あ
て
の
も
の
が

μ丘
十
二
人
分
混
入
し

て
お
り
、
さ
ら
に
、
重
複
署
名
を
除
く

と
三
千
五
百
五
十
一
一
人
と
な
り
、
同
七

%
か
ら
三
八
%
に
減
少
し
た
。
自
著
で

な
い
と
類
推
さ
れ
る
も
の
や
未
成
年
者

の
署
名
に
つ
い
て
ほ
、
ま
だ
こ
の
中
か

ら
除
い
て
い
な
い
が
、
相
当
数
の
も
の

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

た
だ
単
に
凹
七
%
と
、
そ
の
中
身
を

確
認
さ
れ
ず
に
、
い
か
に
も
反
対
者
が

多
い
か
の
よ
う
に
吹
聴
き
れ
る
の
は
、

ど
う
か
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
以
対
者
の
中
に
も
、
反
対
の

根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
反
対
さ
れ
る
方
、

色
々
な
こ
と
を
思
い
込
み
で
言
わ
れ
る

万
、
た
だ
単
に
理
論
も
松
拠
も
な
く
反

対
さ
れ
る
方
、
頼
ま
れ
て
署
名
さ
れ
た

方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
形
態
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
芯
会
に

し
ん
し

お
い
て
も
本
当
に
真
塾
に
検
討
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
一
般
町
民
の
方
に
も
構

成
H
と
な
っ
て
い
た
だ
き
設
置
し
た
検

討
委
員
会
で
は
、
類
似
施
設
に
お
け
る

懸
念
事
項
芋
に
つ
い
て
調
査
検
証
し
、

ま
た
、
警
察
等
の
デ
l
タ
も
分
析
し
、

公
平
公
正
に
、
不
当
に
真
剣
に
検
討
を

い
た
だ
き
、
二
疋
の
方
向
性
を
一
ぶ
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

そ
し
て
今
回
、
場
所
等
の
計
画
が
一
不

さ
れ
、
具
体
的
な
検
討
が
可
能
と
な
っ

た
の
で
引
き
続
き
検
討
し
、
十
一
月
中

に
は
結
論
を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
か
ら
ご
質
問
の
「
反
対
の
戸
」
に

つ
い
て
は
尊
重
す
る
が
、
反
対
の
具
体

的
な
根
拠
や
事
象
を
示
し
て
い
た
だ
き
、

「
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
で
は
設
置
は
困
難

で
あ
る
。
」
と
い
う
説
得
力
の
あ
る
も

の
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。先

般
も
、
伊
予
市
で
ポ
ー
ト
ピ
ア
計

画
が
浮
と
と
の
報
道
が
さ
れ
て
お
り
、

地
元
性
民
や
開
発
業
者
を
請
願
者
と
す

る
「
福
祉
施
設
と
場
外
舟
が
発
売
所
の

建
設
を
求
め
る
請
願
書
」
が
伊
予
市
議

会
に
提
出
さ
れ
た
と
む
つ
も
の
で
あ
る
。

新
聞
報
道
の
範
囲
で
は
あ
る
が
、
規

模
の
大
小
、
手
法
の
違
い
は
あ
っ
て
も

「
馬
券
の
場
外
完
売
所
」
も
「
舟
券
の

場
外
発
売
所
」
も
全
く
同
じ
こ
と
で
あ

る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
展
闘
に
な
る

か
は
分
か
ら
な
い
が
、
関
心
を
も
っ
て

見
て
い
き
た
い
と
診
え
て
い
る
。

中
野
議
員
に
申
し
上
げ
る
が
、
総
論

で
は
な
く
待
論
の
域
に
入
っ
て
い
る
の

で
、
反
対
は
反
対
で
結
構
で
あ
る
。

今
後
に
お
い
て
、
よ
り
具
体
的
な
提

案
が
な
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
に
基

づ
き
、
懸
念
さ
れ
る
案
件
に
つ
い
て
の

検
証
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
を
き
ち
っ
と
や
る
こ
と

が
、
憤
主
に
し
て
丁
寧
な
対
応
で
あ
ろ

う
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
も
と
に
、
し
か
る
べ
き
時
期

に
結
論
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

続
い
て
、
日
高
議
員
の
第
」
点
目
の
、

「
今
後
、
ど
の
よ
う
な
字
国
一
を
踏
ま
え

た
う
え
で
最
終
判
断
を
す
る
の
か
。
」

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
高
知
県
競
馬
組

合
か
ら
協
誌
の
あ
フ
た
「
(
仮
称
)
パ

ル
ス
長
浜
の
設
置
に
つ
い
て
」
は
、
今

回、O
設
置
場
所
が
晴
海
三
|
三
ほ
か
と
い

、
つ
こ
と
じ

。
設
置
者
に
つ
い
て
は
、
高
知
県
競
馬

組
合
、
特
別
区
競
馬
組
合
(
大
井
競
馬
)

で
あ
る
こ
と
。

。
施
設
所
有
苫
、
い
わ
ゆ
る
オ
ー
ナ
ー

は
、
高
知
昨
日
知
市
の
(
有
)
岡
本
建

設
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

。
施
設
の
概
要
は
、
敷
地
面
積
が
一
ゲ

三
千
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
延
べ
尿
面

積
に
し
て
千
四
百
八
十
一
八
一
平
方
メ
ー
ト

ル
の
鉄
骨
平
一
再
建
て
の
建
物
、
駐
車
場

が
四
百
三
十
台
分
、
施
設
整
備
に
つ
い

て
は
、
総
A
H
案
内
、
観
覧
席
、
事
務
室
、

整
理
委
員
室
、
警
察
宵
室
、
救
護
・
相

談
室
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
完
庖
な
ど
と
な
っ

て
い
る
こ
と
。

。
発
売
競
馬
場
に
つ
い
て
は
、
高
知
、

大
井
、
川
崎
、
船
僑
、
浦
和
の
一
九
競
馬

場
を
基
本
と
し
て
、
他
の
地
方
競
馬
も

必
要
に
応
じ
て
発
光
さ
れ
る
よ
う
で
あ

る
こ
と
。

。
サ
業
時
聞
は
、
昼
間
開
催
が
十
時
か

ら
十
七
時
ま
で
、
夜
間
開
催
が
卜
四
時

三
十
分
か
ら
二
十
一
時
ま
で
、
年
開
発

売
日
教
が
二
一
百
日
の
計
画
と
な
ワ
て
い

る。
こ
れ
ら
の
事
項
を
踏
ま
え
て
、
先
般

も
uf
速
、
共
同
場
外
馬
券
発
売
所
設
置

検
討
委
員
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
い
た

が
、
昨
年
、
検
討
委
員
会
と
し
て
場
所

等
が
決
定
し
て
い
な
い
段
階
で
、
類
似

事
例
地
等
の
調
査
研
究
を

L
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
昨
年
の
段
階
で

は
、
高
知
県
競
馬
組
合
か
ら
の
設
置
検

討
要
請
を
、
百
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
な
事
案
と
い
う
の
は
、
無
か
っ

た
と
受
け
止
め
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
凶
、
具
体
的
に

晴
海
に
場
所
が
特
定
さ
れ
た
の
で
、
こ

の
こ
と
を
踏
ま
え
、
昨
年
検
討
い
た
だ

い
た
内
存
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
な
お
か

つ
防
犯
、
通
学
路
、
交
通
安
全
、
未
成

年
者
の
問
題
、
あ
る
い
は
、
ふ
れ
あ
い

パ
1
ク
が
あ
る
の
で
安
全
対
策
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
委
員
会
で
、

検
討
い
た
だ
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

私
と
し
て
は
、
今
後
、
検
討
委
員
会

の
結
果
、
ま
た
、
議
会
で
の
検
討
、
地

元
説
明
会
の
結
果
、
警
察
協
議
の
推
移

等
も
踏
ま
え
て
最
終
判
断
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
c

次
に
、
私
の
同
立
の
時
期
と
、
そ
の

前
提
条
件
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
現
在
、

米
年
一
月
の
市
町
村
合
併
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
十
一
一
月
に
は
一
議
会
や

問
問
式
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
与
で
日

程
が
厳
し
く
な
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
最
終
判
断
は
、
十
一
月
中
と

い
う
こ
と
で
、
後
へ
は
持
ち
越
せ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

同
意
の
前
提
条
件
に
つ
い
て
は
、
申

し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
施
設
計
画
地

で
あ
る
地
元
同
意
が
必
須
条
件
で
あ
る
。

ま
た
、
社
会
的
、
教
育
的
、
環
境
的
、

交
通
的
な
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
、
施

設
建
設
を
拒
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

10 



う
な
や
由
と
い
う
も
の
が
検
討
吾
只
会

の
検
討
結
果
と
し
て
山
さ
れ
る
の
か
ど

う
か
、
さ
ら
に
議
会
の
立
見
を
踏
ま
え
、

法
的
に
問
題
が
な
け
れ
ば
同
意
を
す
ゐ

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
一
雇
用
機
会
に
つ
い
て
は
、
今

年
ヒ
月
の
全
阿
の
有
効
求
人
い
半
は
0
・

八
一
一
一
、
愛
媛
県
が
0
・
七
六
、
大
洲
地

区
で
は
0
・
五
五
と
極
め
て
低
く
、
一
雇

用
機
会
が
い
か
に
少
な
い
か
と
い
う
現

実
が
あ
る
ハ

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
子
育
て
を

し
た
り
、
本
主
力
に
生
計
の
維
持
の
た
め

に
身
を
粉
に
し
て
働
き
だ
く
と
も
、
そ

の
場
の
な
い
方
が
大
勢
お
ら
れ
る
が
、

私
は
、
町
と
し
て
弊
害
が
発
坐
す
る
よ

う
な
企
業
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
然
、
同

窓
は
し
か
ね
る
が
、
そ
う
で
な
く
、
格

別
の
問
思
も
な
く
、
町
の
活
性
化
に
結

び
付
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
根
拠
も
な
い

反
対
の
た
め
に
、
川
け
叫
川
を
誤
る
よ
う
な

こ
と
は
し
て
は
な
、
り
な
い
と
考
え
て
い

る。
次
に
、
サ
ボ
ア
サ
ー
ビ
ス
有
限
会
引

の
入
り
日
に
「
場
外
馬
券
発
売
所
設
置

に
反
対
の
石
杭
が
立
て
て
あ
り
、
す
ぐ

に
撤
去
さ
れ
た
が
」
と
の
こ
ど
で
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
厄
々
が
活
動
さ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
が
い
ろ
い
ろ
と

一
吉
う
こ
と
は
な
い
が
、
全
く
の
民
有
地

に
全
く
問
一
保
な
い
人
が
勝
手
に
作
っ
て

し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
、
そ
、
つ
い
う
こ

と
を
や
る
行
為

F

口
体
が
い
か
が
な
も
の

か
な
と
強
く
思
っ
て
い
る
。
当
町
に
も
、

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
が
、
調
査
し
て

も
明
ら
か
に
こ
れ
は
、
サ
ボ
ア
サ
ー
ビ

ス
の
用
地
で
あ
る
。
普
通
、
常
識
的
に

考
え
て
、
こ
こ
に
こ
う
い
う
も
の
を
立

て
て
よ
ろ
し
い
か
と
い
う
確
認
は
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
か
ろ
、
っ
か
と
私
は
思
っ

て
い
る
。

先
般
の
共
同
場
外
馬
券
発
売
所
に
町

民
の
四
七
%
の
反
対
が
あ
る
旨
の
記
事

が
掲
載
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
そ
の
中
身
と
い
、
つ
も
の
は

ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と

を
き
ち
っ
と
報
道
す
る
測
も
松
証
を
さ

れ
る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
一

概
に
凹
七
%
の
反
対
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
自
分

た
ち
の
責
任
に
お
い
て
判
断
を
す
る
と

い
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
私

は
思
っ
て
い
る
。
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長浜町長西田洋一

千円
2，500，000 

16年陸上半瑚(一融会計)
17率34@2

財政事情の作成及び公表に関する条例により、平成16年

度 9月末I見在の長浜町の財政状況を公表します。

蔵出の執行状況は、前年同期比 5. 9ポイント増加し、

金額では 735万3千円の減となっています。

歳入については、前年同期比 1O. 5ポイント増加し、

金額では 11:意 5780万 2千円の増となっております。

L__16諒一時関空豊里J ( 16.9.30現在)

予算額 5，732，632千円
歳入

(収入済額 2，685，193千円ロ 46.8%)

予算額 5，732，632円
歳 出 一 一

(支出済額1，961，186千円悶 34.2%)

~12 



収入溝額

26i意臨時万事千円
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7宕医「 収入済額 2，5回千円

Jm戸石γ 支出済額 6，827千円
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遜縫子算額

h 二1fJ収入済額

~二二℃ーで 支出済額

介 護保険

ズ:=¥.. (---可寸三笠額 717，326千円

民手町収入i斉街 300，092千I[J

〆し'$J' L::'--"-I ¥支出j汽額ゐ0，294-T円
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額
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二j三I芯率三き 支出j斉舘

90，6:3，1 fIl1 

(※一世会計・特別会ρ!ともに繰越明許費を含んでいます。)
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改良が進む町道大谷口・大戸線

(16.9.30現在)

税別収入状況 (単位千円)
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町民の皆さんに職員給与等の実態を正 しく理解

していただくため、平成16年 4月 1日現在におけ

る 長浜町職員 の 給 与 ・ 定 員 管 理 等 の 状 況を次のよ

うに公表します口

1 .給与の状況

(1)人件費の状況(普通会計決算)

住民基本台帳
(15.3.31 ) 

(2)職員給与費の状況(普通会計予算)

職

91，921千円

費

230，707千円

言十
B 

893，907千円

(3)職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況(16年 4丹 1日現在)

二般Ui_A型車 | 技能労ー畳一貫

1人当り給与費
(B/A) 

5，843千円

平均給料 l 平均給与 J ¥Ti-l-h o= #..6 J 平均給料 [ 平均給与 l ( 孟 平均年齢 r 6 J.<J /Pu~ ! -;;;J.<J I I'U~ 平均年齢
月額|月額- rJ."'::; ..L-f- llil J月額|月額 i
312，528円 333.070円 43.8歳 227，443P3 229，440円 52.3歳

悩 1 一般行政職は、税務職、看護・保健師、侭育士、企業職、技能労務職を除いた職員です。
2 技能労務職は、調理員、寮母、電話実換手の職員です。

(4)職員の初任給の状況(16年 4月1日現在)

一一 町

採用 2年後
経過日給料額

184.400円
148，500円

(5)一般行政職の級車IJ職員数の状況(16年 4月 1日現在)

(6 )特別職の報酬等の状況 (16年 4月 18現在)

初任

170，700円
138，800円

区分|給料、報酬等の月額! 期末手当 (15年度支給割合)

800，000円
助役 647，000円 町長 助役・収入役 議員
収入役 599，000円 6月 0.9月分 6月 1.25月分 6月 1.70月分
議長 I 272，000円 12月 1 月分 12月 1.35月分 12月 1.60月分
副議長 220，000円 言十 1.90月分 言十 2.60月分 計 3.30月分
議員 207，000円

-H-



( 7)職員手当の状況

区分 1 長 浜 町 国

(( 15年間 割 合 ) ( 15年度支給割合)

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

期末手当
6月 1.55月分 0.70月分 6月 1.55月分 。.70月分

12月 1.45月分 0.70月分 12月 1.45月分 0.70月分

計 ~ nn月分 1.40月分 勤勤勤(支続続続給計四23率55年年年) 300月分 1.40月分退職手当 (支給率) 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

※16年3 勤 続 20年 21.0月分 28.0875月分 21.0月分 28.0875月分

月31日以 勤 続 25年 33.75月分 43.335月分 33.75月分 43.335月分

後の退職 勤 続 35年 47.5月分 60.99 月分 47.5月分 60.99 月分
者力、ら適 詰臨額 … 曲目月分 | 日高 時 60.0 Fl:7J 60.99 月分
用(留は その他の加算措置 その他の加算措置
10月 1日 定年前早期退職特別活置 (2%~20%加算) 定年前早期退職特別措置 (2%~20%加算)
から適用) 退職時特別昇給 2号給以内 退職時特別昇給 1号給※16年5月 18廃止

ー 15年里王監盤額
職員全体に占める手当支給職員の部合

支給対象職員 1人当たり平均支給年額

手当の種類(手当数)

支給額の多い手当 ド青島診療所勤務手当・火葬場等勤務手当・行旅病死人等の処理作業従事手当

多くの職員に玄給|
イ呆育業務従事手当・老人施設勤務手当・町税・徴収事務従事手当

されている手当

18.946千円

129千円

3.232千円

25.2% 
87手円

12 

15年度支給総額

職員 l人当たり平均支結年額

殊

勤務手当

土
寸

吐
T

区手分当l|iI|23451)))))扶配配そ偶養の定偶者親他者の 長 浜 町

国の制度 国の制度と
との異同 異なる内容

13.500円
族2人目まで 6，000円

扶養 5，000円 同
のない職員の扶養親族 1人包 11，000円
年齢の扶養親族 1人につき 5，000円を加算。

1 )借家住居者 | 
ア 月額23，000円以下の家賃を支払っている職員

支払った家賃の額から12，000円を控除レ疋額
住居手当 イ月額23，000円を超える家賃を支払っている職員 一部 支給額等ガ

家賃の月額力、ら23，000円を控除した額の2分の 1(その控除レた額の2分の 1ガ 異
16，000円を超えるときは16，000円)を11，000円に加算レた額(支給限度額 27，000円)

2)持家居住者 3，500円

1 )通勤距離片道2km以上で、父通機関利用者lま運賃相当額 (支総限度額 55，000円)
通勤手当 2)通勤距離片道2km以上で、交通用異利用者は片道距離による定額方式 向

(支給限度額 24，500円)

15 
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平成15年度長浜町同民健康保険の総医療費は、 22億5.123万円で、平成14年肢と比慣すると約 1億360万円増加し、

また人あたりの医療費は、 3.9%増加して打万江746円となっています。 平成151f二度において国民健康保険には、町
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{ま

すす

ん洲市
円

内子町

長浜町

県平均

の運営の安定化につながることになります。ど

うか皆さまのご理解とご協力をお願いします。

(注 1)重複受診とは、 A つの病気で何カ所も

病院にかかること。

(注 2)頻邑i受診とは、とにかくいろいろな診

療科、病院にたくさんかかること。

「お年寄りの皆様へお願L¥J 

病院に持ってuく健康保険誌が変わったこと

による医療費の詰求誤りが、最近増えておりま

す。健康保険証は医療費の支払いに関わる大切

なものです。健康保険証の記サ帯サが変わりま

したら、すぐに役場ドi保係へ届け出て下さい。



父と生計が同一でない児童が生活している家庭の、安

定と自立を促すための制度です。

事畠てを受けることができる人は?

0母または養育者(ただし、公的年金給付を受けていな

いこと)

対象とえまる見童は?

018歳に達する日以後の、最初の 3月31日まで(高

等学校を卒業する年度末まで)の間にある児童、また

は、一定の障害のある20歳未満の児童

。父の状況が次に該当する場合

1 父母が婚姻を解消した児童

2 父が死亡した児童

3 父が重度の障害の状態にある児童

4 父の生死が明らかでない児童

5 父が~I き続き 1 年以上遺棄している児童および、

1年以上拘禁されている児童

。 母が婚姻によらないで懐胎した児童(未婚の子)

※ ただし、父または母の死亡について、公的年金給付

や遺族補償給付が受けられる児童および、里親に委託

されたり児童福祉施設に入所している児童は対象にな

りません。

覇時
精神または身体に障害を有する児童の、福祉増進を図

るための制度です。

手当てを受けることができる人は 7

0障害児を監護している父または母

0障害児と同居・監護・生計を維持している父母以外の

養育者(ただし、本人・配偶者・扶養義務者の所得が、

限度額を越えている場合は支給停止となります)

対象となる児童は?

020歳未満であること

。障害を理由とした年金を受けていないこと

法律施行令に定める程度の障害の状態にある者

。児童福祉施設等に入所していないこと

支給方法は?

請求をした日の属する月の翌月分から支給され、支給

すべき事由が消滅した日の属する月分まで支給されます。

支給方法は?

認定請求をした日の属する月の翌月分から支給され、

支給すべき事由が消滅した日の属する月分まで支給され

ます。

こんえまとき

こんえま手続きを!

0受給資格ができ、手当を受けようとするとき…認定請

求書

0毎年8月、手当受給者すべての方が提出する書類…現

況届(現況届の提出がないと、 8月以降の手当てが受

けられません。)

0監護している毘童の数が増えたとき…額改定請求書

O監護していた児童の数が歩なくなったとき…額改定届

O手当を受けている方の氏名箇住所およひ金融機関 E 印

鑑の変更があったとき…氏名目住所・支払金融機関・

印鑑変更届

0手当を受けている方が死亡した場合口受給者死亡届

0手当を受けている方が婚姻したり、監護していた児童

が支給要件に該当し匙くなったとき…資格喪失届

こんえまとき
こんな手続きを!

O受給資格ができ、手当を受けようとするときu 認定請

求書

0毎年8月、手当受給者すべての方が提出する書類…所

得状況届

0障害児の数が増えたり、障害の程度が 2韻から 1級に

なったとき E 圃 E額改定請求書

O 障害児の数が減ったり、障害の程度が 1級から 2級に

なったときu 額改定届

0手当を受けている方が死亡したとき旭日受給者死亡届

0受給者または障害児が支給要件に該当しな〈なったと

き資格喪失届

なお、手続きにはそれぞれ添付書類が必要な場合があ

ります。
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畢主軸制麓
児童を養育している方に手当そ支給することにより、

家庭における生活の安定に寄与するとともに、次代の社

会をmう周章の健全な育成および、資質の向上に資する

ための制度です。

手当等の種類(見童子当法上の民分)

【3歳未満の児童]

@児童手当

②特例給付(所得制限により用童手当をそけられないサ

ラリーマン等の特例として、所得が一定未満の場合に

限り、児重手当と同額を支給)

( 3歳以上9歳到達稜最初の3月31日までの児童]

③小学較第 3 学年修了前4']:W~給付(法附則第 7 条給付)

3歳未満の児童の児童子，Jiに相ペ

⑨小学校第3学年(1き了前特例給付(法附則第8条給付1

3歳未満の児童の特例給付に相1

畢当を受けることがで君る人は?

09歳到達後最初の3月31日までの間仁ある児童を養育

している方

ただし、前年 (1りから 5月までの請求分について

は前々 空1の所得が一定額未満の者

兜童手当等の支給を受lするに{ま?

0出生、転入等により、新たに受給資格が生じた場合に

「認定請求書Jの提出が必要です v

※申請書のほかに[年金加入証刷喜JI所得証明喜」な

ど、必安に応じて添付書類が必要な場合があります。

支給される月額は?

信1子 5，000円

第2-T- 5， 0 0 0円

第3f以降 10， 000円

支給方法は?

O請求した日の属する}jの翌月から、支給事自の消滅し

た円の属する月分を支給。

原則として、 2月・ 6月.10月に、それぞれ前月分

までをまとめて口座振込。

19 

こんえまとき

こんえま手続きを!

0認定請求書…転入・出生手で、新たに受給資格が生じ

たとき

O額改定認定請求書一出生等により、支給対象児童が増

えたとき

0額改定属…年齢要件等により、対象児童となる胤童が

減ったとき

0現況届...6月1B現在、手当を受けている全ての受給

者

0受給事由消滅届・.. 

口他の市町村に住所が変わったとき

口年齢要件により、支給対象児童がいなくなったとき

口特例給付または、法附則第8条給付の受給者が退職

したとき

口云給者が公務員になったとき

O住所変更届・-

口同じ町内で住所が変わったとき

口養育している児童の住所が変わ・つえとき

。氏名変更届口受給者または、養育している児童の名前

が変わったとき

(以土の届出等には、必要に応じて添付しなくてはな

らない書類があります。)



大さん噂11もろ時体軽量自動車警告J5!
運動が大事なことは分かるけれど、時間を作るのが難しいという方も多いの

ではないでしょうか?日常生活のちょっとした工夫で、体を動かす機会をぐん

と増やすことができます。

。できるだけ歩く
-買い物や 111仕事、畑仕事に出かけるとき、ちょっと近所まで出かけるとき、

10分ぐらいの距離ならぽ、車や自転車は使わず歩くようにする。

-駐車場にIIIを止めるとき、屈の入り [1から離れたところに止めて歩く。

輩、

体

。遠回りをする
・わざわざ遠回りして庖まで買い物に行くようにし、歩く距離を増やす。
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。家事をしっかりやる
四十J除のとき、あえて体を大きく動かす υ

。 j先i催物を干すとき、全身を1111ばしてストレッチをする。

そ
号
ga

。階段を使う
・エスカレーターやエレベーターは出力使わず、階段を使う。

f 
「意識する」のと「意識しない」のとでは、一年稜に大きな蓮ができてきます。

小さな積み重ねも、毎日の習慣にすることで大きな効果を生むはずです!

今国からと言わず、早速今から、意識して動いてみてください。

10日からごとう小児科(大洲市東大掛りでも、乳幼児

の予防接相が受けられます。したがって、乳幼児の予

防接種の指定医療機関立以下のようになります。
11月23日0){)

11月28日(日)

予防接種指定医揮機関

E療機関名 i 所在地(大洲市)

亀井小児科 |東大洲17

ごう制児科医院|西大洲甲1293-8 

さわい小児科医院 i中村533-1

ごとう小児科 |東大洲74-2

子

分

「
1
1

あらかじめ電話で予約し、「母子健康子帳」

診~J I接同券jを持参のうえ受診して 1'.さい。

からないことは、下記までご相談くと、さい。
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且品記血統加入問齢
明聞のあ恕たを考えて ω 傘@

年金!まあ悲恋が主人訟ですo

11)，著書曹-11月12陸揚

弱電事

「いい老後jにちなんで、毎年、 11月6日(いいろうこ)から121::1までの

一週間は年金週間です。

国民の A 人ひとりが午金を身近でブu切なものとして考え、公的年金制山の意義や役割を正しく

認識し、年金制度に対する理解を深めていただくため「年金過問Jが定められていますコ

年金は、自分自身の老後の問題と認識して、この機会に、あなたの、そして家族の年金につい

てもう一度考えてみましょう。

函民年金は、老齢基礎年金だけでなく、万がの時の障害主礎年金、遺族基礎年金があ j

;り、生涯にわたってあなたの生iSをサポートする制度です。

しかし、もし保険料の未納があると、年金額が少なくなったり、年金が受けられない可;
E 能性も出てきます。

将来確実に年金を受けていただくためにも、保険料をきちんと納めましょう。

納め忘れがなく、安心便利な口座振替をぜひご利用ください。

r薙
p、d

入場無料参加通争
点弘

1時0盟長浜調靭J1鍵建康フ工ステイパj凡しのこご、芸業量ω~

謀議 [と き〕平成16年11月14日(日)午前 9時半~午後3時40分

[と乙る〕長浜町立柴小学校体育館

E主 催〕長浜町・長浜町国民健康保険・柴公民館

【テーマ】「延ばそう みんなの健康寿命J
Eブ悶夕、ヲム〕

す催しものコーナー

ム健康チェック、体力測定五骨密度測定ム健康Oxクイズ

ム柴小学校のとっておきコーナー ム健康食試食ム塩分濃度測定など も

す健康劇「あんた、体に貯金しとるかい !J 民竺ヲ

<出演〉柴地区の有志のみなさんが熱演します。ご期待ください。 t迫号訴へ 7
1缶詰j寅 ここがポイント「生活習慣病の予防についてJ ~.三よ三~/// 

く講師〉大久保博忠先生(大久保内科医院長) らι二子ン
古参加者 四勝d

健康づくりに関心のある方でしたらどなたでも結構です。(事前の参加申し込みは

不要です0)

【お問い合わせ先】長浜町保健センター(宮52司 3055(有)2095)まで。

4員
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麟号車事轟…
湾晶玉~~'!;:~踊樹担割忠弘ザ持母蹴:;:;・2雌樹齢悌ぷ鴫品品開謝轍言語需品記欄

車全畳一斉「女性の人権ホットラインJ E大部i-謀議議会もおお会自ら逼 轍

電話梧談開設のお知らせ
嵐

松山地方法務局および愛援県人権擁護委員連合会では、女

性の人権問題に関するあらゆる相談を行います。夫やパート

ナーからの暴力、職場与の七クハラ、ストーカ←行為、離婚

問題等の京庭内問題など何でも結構です。(無料、秘密厳守)

12月1日から 7Uまでの「愛按エイズ予防週間J中、夜間

電話相談 .HIV迅速検査(無料・匿名)を行いますので、

ご利用ください (H1 V迅速検査は当日札束が分かります。)

【実施日]12月1日(水)
[時間〕午後 5 時~8 時の 3 n与問

【日時]平成16年11月21日(日)午前911.ト午絞9時

[電話番号]089・ 932圃 1875 
(女性の人柱ホットライン)

【相談担当者]人権擁註委員(弁護士資格のある者も含む)、

法務局職H

【場所]大洲保健所(大洲市田口甲425-1大洲庁舎2階)
[電話番母]24-3165
※HIV迅速検査を希望される万は事前に電記予約が必要で

開設服部臨話協:~:~:蛍出::，::::::出・自主蹴話量生油田主主i密封E猶主沼野苧昔話~諒加担晶::i官主王子占誼円台思想歯車説聖路劫苦悩接結語$;:;:;:;::・ま'::;:宅地忠哲也:~~~話器開説話説明~~.;:窃器開f~~~;:::*~:掛詑語翻主婦

も携帯電話の迷惑メーんにご注意 i

轡相談事例と助言

-広告メールが届き、アドレスをクリックしたら[登録されま Lた」と去示され、その後、高額な登録料が請求された。

→「人はJや118歳以u等をクリックしただけで自動登録になぜコた場介や、間違ってクリックした場合などは、消費者に

申し込みの意思がないので、錯誤による契約の無効を主張できます。子どもが間違ってクリヅクした場合は、親の|司意のな

い未成年者契約であるので、契約の取り消しを主張できることがあります。

警善対担法

@不審なメールは開かない。記載されたアドレスに不用立にアクセスしない

(1写真とったよ」などと友人を装うこともあるので注意 I

.Eメールアドレスを長くなものにする。ショートメールサービスを停止する o

u 不当な利用料の請求には一切比、じない。

[;高費生活に関する相談窓口】

長浜開企画調韮課商工観光係(盆日-1111<内線38・39>)または 八幡浜地方属〈らしの窓口 (~0894-24-3700) まで。

~家屋を取り壊したときは速やかに届けましょう~
家屋の老朽や建て替えなどのため、建物を取り壊したときは届け出が必要です。

伊来登記蒙瞳滅失麗」と7滅失登語J'( 

i女「来登記家屋滅失駐

i 叫し(蝕)川町…ぃ場合は山〕届山要山す。 ! 
i この届け出は、役場税務課で所定の様式に記入して届け出ていただきます こちらの内容は、取り壊した建物の所 i

有者、取り壊された年)JU、種類、床面積等を芯入していただきます。

!女 R威失登~~ I 
l 取り壊し(減失jした建物が登記されている場什は、こちらの登記が必要です。 I
! この登記L-J:~本人が法務局で1J っていただくか、詞法書士または十地家屋調査士を通じて行ってください。 i

2仁企J5¥ ~~~U物件の滅失登記 ~fl'わ主主211Ltt塑税務理子回土白昼'J;[ii五3呈空企2_ I 
もしこの届け出および登記を志れたら圃略図 1

t上山山ぴ酷毎年l月1日昨川合は実際川在しない紅の醐産問イ

いただくこと仁なりますc

[お問い曾わせ先]町役場税務課固定資産税部(郡2・1111(内線的.(有)2041)官。!
一一一圃一一一一..~.一一一日一一一一一一一一J
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官:くt ってきたE!
NHKの地域情報番組 F伊予路てくてく」ガ、 10月間、長浜町にやってきました。

お怯恭毛主込強ゆ場
当日は、鮎のたて焼きやオーブン初日の姫祭市の様子、ユー

モアあふれる豊年踊りも紹介されたほか、多くの町民の万に

も出演いただき、長浜町を大いにPRしていただきました。

.Mmタ話器混己主

「鮎のたて焼きJを紹介する上満武さん 企オープン初日の姫祭市(きさいいち)より PRする地元の人たち

インタビューを受ける長浜高校の生徒たち &櫛生小学校児童も見学に
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01 次家さ

稲田さん一家

長浜高校生徒と櫛生小学校児童による合同の豊年踊りを披露



轟轟
草葺

広是
認

「
も
て
な
し
の
心
を
つ
な
ぐ

な
ぴ
の
輪
」
を
メ
イ
ン
テ
I
マ
に
、
第

十
六
四
九
七
凶
生
涯
学
宵
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
ま
な
ぴ
ピ
ア
愛
媛
二
円
一

O
四
が
十
月

九
日
j
十
-
二
日
の
五
日
閥
、
山
田
で
初

め
て
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

生
涯
学
習
に
出
向
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

誌
演
会
、
見
本
市
、
体
験
広
場
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
閥
慨
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
涯
学
習
の
関
心
を
高
め
学
習
活
動
へ

の
一
層
の
参
加
促
進
を
凶
る
目
的
で
開

催
さ
れ
た
も
の
。

ま

善

大手日小学校兜童による豊年踊り

テープカットを行う松田裕志さん(右)

十
月
九
日
、
主
会
場
で
あ
る
怯
山
市

の
ア
イ
テ
ム
え
ひ
め
で
行
わ
れ
た
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
大
和
小

学
院
の
松
田
裕
志
さ
ん
が
公
媛
県
知
事

ら
と
と
も
に
一
ア

i
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
。

引
き
続
き
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

大
和
小
学
佼
児
童
が
、
ま
た
、
十
リ
に

は
同
生
小
学
校
児
童
が
豊
作
踊
り
を
堂
々

と
披
諒
〉
一
会
場
は
、
多
く
の
観
客
か
ら

の
盛
ん
な
拍
手
い
わ
い
て
い
た
心

櫛生小学校児童による豊年踊り

がなと「 すりか こ顔弟と「におと「しししおをのをこかそな弟こすと
ゃに、お弟 。 、 を と ま を も 言 だ、母思たはまも母し「見ろきれのはと。い弟:
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「
維
新
の
港
周
園
長
浜
一

を
南
国
指
し
て

(
、
)
龍
馬
脱
藩
維
新
ウ
ォ

l
ク
ー

九
日
け
十
九
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
、

龍
馬
脱
藩
維
新
ウ
オ
ー
ク

(
J
R
四
国

主
催
¥
が
開
催
さ
れ
、
高
知
県
や
町
外

の
龍
馬
フ
ァ
ン
約
六
十
人
が
長
浜
町
を

訪
れ
た
。

参
加
者
は
十
九
日
に
梼
原
の
史
跡
め

ぐ
り
コ

l
ス
を
ウ
ォ

1
ク
し
、
山
一
円

J

ト

日
の
朝
、
大
洲
の
ま
ち
の
駅
「
あ
さ
も

や
」
を
出
発
、
高
馬
が
維
新
を
胸
に
出

航
し
た
長
浜
を
い
口
指
し
、
川
舟
で
下
っ

た
と
さ
れ
る
肱
川
に
治
っ
て
、
県
道
長

浜
・
中
村
線
を
通
り
終
点
の
環
境
緑
地

に
到
L
相
し
た
。

参
加
者
は
、
道
中
、
龍
馬
入
港
の
港

「
江
湖
」
や
四
国
最
後
の
夜
を
過
ご
し

た
「
冨
屋
全
兵
衛
邸
跡
」
を
見
学
し
、

長
距
離
ウ
ォ

l
ク
の
疲
れ
も
忘
れ
達
成

感
に
ほ
っ
て
い
た

正
し
い

付
け
て

観光協会副会長の歓迎のあいさつを受ける参加者ら

ー
思
春
期
性
教
育
講
演
会

1

九
月
三
十
日
、
長
浜
高
校
全
生
徒
と

長
浜
中
学
校
三
年
生
の
合
わ
せ
て
約
三

百
十
人
を
対
象
に
、
同
高
校
体
育
館
で

思
春
期
性
教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
四
叫
ん
什
、
性
情
報
の
は
ん
ら
ん

と
性
の
早
熟
化
傾
向
の
小
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
生
き
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、

町
教
育
委
員
会
と
保
健
セ
ン
タ
ー
が
合

同
で
企
画
し
た
も
の
。

広
島
市
在
住
で
河
野
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
イ

医
学
研
究
所
院
長
の
河
野
美
代
子
先
生

が
、
「
性
l
y
)

牛
を
考
え
る
」
を
テ

1
マ

に
講
演
し
、
「
ト
八
人
が
良
正
面
か
ら
性

の
知
識
を
伝
え
な
か
っ
た
た
め
、
今
の

若
い
ひ
と
た
ち
は
件
に
閉
し
て
無
知
で

あ
る
。
性
は
、
い
や
ら
し
い
も
の
、
恥

ず
か
し
い
も
の
で
は
な
く
、
大
切
で
と

て
も
す
て
き
な
も
の
で
あ
る
。
」
と
訴

え
た
c

ま
た
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
性
の
悩
み

を
具
体
的
に
紹
介
し
た
ほ
か
、
出
産
を

テ
1
マ
と
し
た
映
写
ブ

f
ル
ム
も
上
映

さ
れ
、
三
時
間
の
講
演
に
生
比
ら
は
、

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞
き
入
っ
て
い
た
。真剣に講演を聞く生徒たち

し
お
か
ぜ
ウ
ォ

i
ク

な
の
は

ー
今
坊
@
晴
海
開
清
掃
活
動
、
)

来
春
開
催
さ
れ
る
莱
の
日
化
ウ
ォ

l
ケ

に
先
立
ち
、
附
海
。
ん
f

功
聞
の
鉄
道
沿

線
の
環
境
主
化
を
阿
ろ
う
と
、
九
川
三

十
日
、
草
刈
り
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
日

参
加
し
た
の
は
、
町
議
会
議
員
の
ほ
か

観
光
協
会
役
員
、
商
工
会
職
員
、
今
坊

公
民
館
関
係
者
ら
約
三
十
人
。
主
に
鉄

道
や
国
道
沿
い
の
草
刈
り
を
し
、
さ
わ

や
か
な
秋
風
の
巾
、
参
加
者
ら
は
心
地

よ
い
汗
を
流
し
た
。

こ
の
し
お
か
ザ
一
ウ
ォ

1
ク
な
の
は
な

大
会
は
、
中
市
午
三
月
に
開
催
さ
れ
る
子

定
で
あ
る
。

掘
り
出
し
も
の
が
い
っ
ぱ
い
!

(
¥
お
も
し
ろ
得
市
開
催

1

ト
リ
十
六
日
、
大
和
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
お
も
し
ろ
得
市
(
フ
リ
1
マ
ー

ケ
ッ
ト
)
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
地
域
活
性
化
の
一
つ
の
起

爆
剤
に
な
れ
ば
と
、
大
和
公
民
館
が
主

催
し
た
も
の
で
、
町
内
外
か
ら
ん
円
わ
せ

て
二
十
八
の
グ
ル
ー
プ
が
出
庖
。
家
庭

で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
日
用
品
や
古
着
、

お
も
ち
ゃ
な
ど
の
生
活
雑
貨
に
、
思
い

思
い
の
怖
段
を
付
け
て
販
売
し
て
い
た
。

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
会
助

で
は
、
捕
り
出
し
物
を
見
つ
け
よ
う
と

多
く
の
買
い
物
客
で
終
日
に
ぎ
わ
っ
て

し
ル
ム

汗を流す参加者ら

R
U
 

のム

多くの買い物客でにぎわったおもしろ得市



楽
し
ん
で
い
ま
す
!

ー
元
気
ぴ
ん
ぴ
ん
体
操
1

高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
の
一
環
と

し
て
実
施
し
て
い
た
「
元
気
ぴ
ん
ぴ
ん

体
操
」
が
、
一
年
間
の
活
動
を
終
え
、

九
月
三
十
日
に
修
了
式
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し

く
体
操
を
続
け
て
も
ら
う
こ
と
で
、
心

身
の
健
康
を
維
持
し
、
よ
り
元
気
に
過

ご
し
て
も
ら
お
う
と
、
王
子
ケ
丘
高
齢

者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
昨
年
十
月
か

ら
毎
週
木
曜
日
に
実
施
し
て
い
た
も
の
。

初
年
度
の
今
回
は
、
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
柴
地
区
の
十
三
人
が
参
加
さ
れ
、
こ

の
日
修
了
証
を
受
け
取
っ
た
。

ま
た
、
ト
月
二
日
に
は
、

二
年
目
の

元
気
ぴ
ん
ぴ
ん
体
操
が
ス
タ
ー
ト
。
白

滝
、
柴
両
地
区
を
対
象
と
し
二
一
十
六
人

が
参
加
を
し
た
。
今
後
、
月
二
凶
の
ペ
ー

ス
で
楽
し
い
ゲ
1
ム
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、

柔
軟
体
操
な
ど
で
心
地
よ
い
汗
を
流
す

予
定
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
事
業
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
長
浜
町
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
七
ン
タ
i
内
高
齢
者
生
き
が
い

対
策
「
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」
事
務
局

(
宮
五
二

l
二
八
九
二
)
ま
で
。

1年目の体操を終えた参加者

十
月
十
六
自
に
初
あ
ら
し

ー
見
事
十
人
が
的
中

1

2年目の元気ぴんぴん体操がスタート

長
浜
の
本
格
的
な
秋
の
到
来
を
つ
げ

る
肱
川
あ
ら
し
が
、
先
月
十
六
日
に
発

生
し
た
。
今
年
は
気
温
が
例
年
よ
り
高

く
、
発
生
初
日
が
一
週
間
ほ
ど
遅
れ
た

も
の
の
、
亦
橋
を
吹
き
抜
け
る
勇
壮
な

霧
の
シ
ョ
ー
が
見
ら
れ
た
。

九
月
二
十
一
日
ま
で
募
集
し
て
い
た

肱
川
あ
ら
し
発
生
初
日
当
て
ク
イ
ズ
に

は
、
全
国
か
ら
三
百
七
十
五
通
の
応
募

が
あ
り
、
見
事
、
宮
城
県
の
渋
谷
史
恵

さ
ん
ほ
か
九
人
の
皆
さ
ん
が
初
日
を
的

中
さ
せ
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
も
と
で

ー
今
坊
ふ
れ
あ
い
祭
り
開
催

1

十
月
十
七
日
、
今
坊
し
お
さ
い
広
場

で
、
ム
7

坊
ふ
れ
あ
い
祭
り
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
十
一

回
目
を
数
え
る
今
回
は
、
鮮
魚
や
野
菜

な
ど
地
元
の
海
の
幸
・
山
の
幸
が
並
ん

だ
出
自
コ
ー
ナ
ー
や
、
今
坊
獅
子
舞
い

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
、
ラ
ム
ネ
早
飲
み
競

争
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
た
。

ま
た
当
日
は
、
三
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
「
港
の
美
術
館
」
の
審
査
・

入
選
者
表
彰
式
も
行
わ
れ
、
十
六
組
の

作
品
中
、
愛
・
女
性
塾
(
代
表
者
・
冨

永
江
美
さ
ん
〈
肱
川
町
〉
)
の
つ
つ
ひ
や

ひ
や
ひ
や
あ
は
は
は
き
や
は
は
は
・
:
」

が
今
坊
ゅ
う
や
け
の
会
会
長
賞
に
選
ば

れ
た
。

10月16日に発生した肱川あらし

画
圃
匝己
望者
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H
櫛
生
小
学
校

H

会長賞を受賞した「愛・女性塾」の作品

秋
の
空
陸
上
練
習
あ
と
一
回

六

年

松

田

真

梨
む
ぐ
と
四
人
兄
弟
け
ん
か
す
る

六

年

津

井

康

稀

も
み
じ
の
木
い
ろ
ん
な
葉
っ
ぱ
と
落
ち

て

い

く

六

年

大

山

博

紀

帰
り
道
栗
が
こ
ろ
こ
ろ
競
争
だ

六

年

城

戸

七

恵

秋
の
空
出
漁
待
つ
船
手
入
れ
す
る

六

年

斉

藤

暢

勇

秋
の
幸
お
な
べ
に
ポ
イ
ポ
イ
放
り
込
む

六

年

神

内

銀

河

秋
の
空
将
棋
の
一
手
考
え
る

六

年

城

戸

慎

也

稲
落
と
し
親
せ
き
呼
ん
で
も
一
苦
労

六

年

坂

東

期

栗
ご
飯
兄
弟
競
っ
て
お
か
わ
り
だ

六

年

大

塚

慎

也

緑
の
葉
色
が
変
わ
る
よ
だ
ん
だ
ん
と

五

年

西

崎

友

紀

ど
ん
ぐ
り
が
道
ば
た
こ
ろ
こ
ろ
転
が
る

五

年

坂

東

亮

ラ喜一

一「

よ

識あ



ド
了
一
定
自
主
ぞ

三
一
り
た
び
、
円
滝
の
久
保
裡
子
さ
ん

は
、
栄
一
存
一
疋
よ
い
の
甲
山
元
れ
を
深
く
認
識

し
、
多
年
に
わ
た
り
栄
養
行
政
に
寄
与

さ
れ
る
と
と
も
に
、
栄
養
改
善
事
業
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
県

知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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天
国
で
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
一

福
子
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、

笑
顔
の
似
合
う
明
る
く
て
優

L
い
一

人
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
一

ま
す

t

父
H
宝
丈
さ
ん
・

母
U
仁
子
さ
ん
)
圃

d

j

一十年
J
Fつ

f
V殺

へ

幽

ちゃん(下
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~町内小学校陸上競技大会~i

10月7目、長浜中学校グラウンドで町内小学校陸上競技大会が行われま

した。なお、主な成積は次のとおりですo (敬称略)

男子
[60m]包佐藤光(長浜)9秒4②上回調太(柴)9秒6③神内銀河(櫛

生)9秒7
[100m] 出恭平(豊茂)14秒4②水本裟騎(長i)i:) 15秒5
輝(長浜)15秒7、大野伸介(大和)15秒7
[60mハード①佐藤光(長浜)10秒 7 ②上日竜也(長i)~) 10秒7③再
本大輝(長浜)11秒4

【走り曙跳び]①松目立広(豊茂)3 m69②松田tfl，t(大和i3 m65③水
木裟騎(長浜)3 m57 
{走り高跳び]①上回竜也(長浜)1 m25、大山達也(豊茂)1 m25③上
田貴之(大和)1 m20 
[ソフトボール投げ】①山尾恭平(豊茂)53m76②大山達也(豊茂)46m 
05③宮下卓(長浜)45m32 
[400mリレー?⑦長浜(佐藤・岡本・上田・水本)64秒 O~大和(大野・
松山・向井・上日1.1 66秒5③櫛生(斉藤・城Fイョ大山・神内)68f)i 2 

岡本大

女 子
[60m] 城}I七恵(出生)9秒5②山根里香 l合多 9秒8'主l仲田美

紗(大和)10{少。
【100m]引責江智寸(長浜)16秒l②山根里丹(喜多瀧i16H' 2③小西

空(長浜)16秒i 仲田美紗(大和)16秒6
(60mハード)t，]城ケ;g[諒子(長浜)11秒5②中日間紀リヨ川 11秒8
③徳田柚衣(白滝)12秒l
[走り櫨跳び]域}1七恵(櫛生)3 m51②二目[大干11

瀧諒子(:長浜)3 m2;1 
{走り高跳び】①松田真季(櫛生)1 m20②大野初美(柴)1 m14、二宵

梢(大和)1 m14 
[ソフトボール投げ】①i度差希代(白滝)32m48②佐藤瞳(長浜)25m36 
③神田千代里(長浜)25m17 
[400m リレー】①長浜(城ケ ì~[ .小西・二宮・日高)67秒6②白滝(石

山ー細川白徳山・ UH)69秒7①大和(中見ー小問・仲田・菊地)69秒8

3 m28③域ケ
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2004 11月15日--12月14日

事、しめJクルシター
日 曜日 行事名 場所 時間

16 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10・。。

17 水 びん・缶収集日

19 金
有害ゴミ収集日
社会保険事務所出張相談日 商工会 9:00-11:30 

24 7}く
ベッ トボトル ・発泡

スチロール収集日

26 金
粗大ごみ収集日

人権相談所開設 保健センター 10:00-15:00 

30 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8・30-10・。。

12/1 水 びん・缶収集日

3 金 古紙 ・紙パック収集日

4 土
長浜町読書活動のつ

町体育館 9:00-11:30 
どい

7 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10:00 

ベットボトル・発泡
8 水

スチロール収集日

燃やさないごみ収集日

社会保険事務所出張相談日 商工会 10:00-15・30
10 金 育児サークル・歯科 保健センター 10:00-11:30 

相談

乳児健診 保健センター 13:00-13・30

14 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10:00 

せき ぜん

寂 然
老婆が戸口に立って、娘を見送っている。
ひとことふたこと言葉をかわし、娘は歩きだした。
二十メ ートルほど歩くと、娘はふり返って手を振った。
老婆も手を振った。
娘は角を回り見えなくなった。

夏は、いつも玄関の戸をあけて風を入れていた。
私は、通りすがりに横目で中を見る。
男ものの下駄と女ものの草履と、ときには運動靴がきち

んとそろえておいである 。
ごみひとつない土聞に、昔のくらしの匂いがする。
盆には、子どもたちが孫を連れて帰ってくる。
土聞は、はきものでいっぱいになる。
子どもたちが帰ってしまうと、土問に下駄と草履がひっ

そりと置かれている。
あと何年、老夫婦のくらしが続くであろうか。

喜寿を過ぎた私の心にずしりと重くのしかかる。
せき りょう

寂家
四十有余年来の友人二人があいついで他界した。
良きことはないないづくし、悪しきことはありありづく

し、今年は良きことをみつけたい。

生かされて人造血管頼る春
手術痕愛しと撫でる初春かな もんごん

二人にもらった年賀状の余白の文言である。
せさ ばく

寂実
あと 2カ月余りで、長浜町という町名が消えてしまう 。
1955年、 6カ町村が合併し、新長浜町となってから、は

や50年あまりたつ、旧長浜町から数えるとおそらく 100年
以上の歴史をもつであろう 。
「長浜町です」と愛着をもって、このふるさとの町の名を、

何百固いや何千回と言ったであろうか。
新しい門出とはいえむしように寂しさを感じるのは私の

みではあるまい。

今月のト ップは菊地裕司さん・

ルミさんのカ ップル
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人口・世帯数のうごき

9月末現在 前月との上ヒ車交

9，142人 10人減

人口 (男 4，308人) (男 4人減)
女 4，834人 女 6人減

世帯数 3，564世帯 l世帯増
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